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設計図

仕様書

Ⅰ．工事概要

１．工事場所

２．建物概要

　　管部分は金属管とし、その場合は全長に亘って接地線を設ける。

３．工事種目（〇印の付いたものを適用する）

　　三相可変速電動機用インバータ装置の規約効率は次の数値以上とする。

Ⅱ．工事仕様

１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

　○印の付いたものによる。

・　公共建築工事標準仕様書　　（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「標準仕様書」という。）

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築設備工事標準図　　（電気設備工事編）（令和４年版）　（以下、「標準図」という。）

２．特記仕様

項目及び特記事項は○印の付いたものを適用する。

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

１　適用区分

・　風圧力　　

　　風速　(V0＝34m/s)

・　積雪荷重

２　環境への配慮

①　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器等は、ホルムアルデヒド、アセ

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは、

①　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデヒド

②　建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

③　建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

④　建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

（３）「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」に基づく特定調達物品等に関する判断の

接 地 の 種 類 記　　　号 接地抵抗値 接　　地　　極　（参考）

A,B,D,C共 同 接 地・ Ｅ Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－　組

A,D,C共 同 接 地・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組

AＡ 種・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－２組

BＢ 種 Ω以下・ Ｅ ＥＢ（14φ）×３連－２組

DＤ 種・ Ｅ ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)100Ω以下

消防法施行令建築基準法による CＣ 種・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－２組階　数 備　考建 物 名 称 構　造
延べ面積（㎡） 別 表 第 一

LH高圧避雷器用・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組

LL低圧避雷器用・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－２組

構 造 体 接 地・

交 換 機 用 t・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組
機　　　材　　　名　　　称

At通 信 用・ Ｅ 10Ω以下 ＥＢ（14φ）×３連－３組ＬＥＤ照明器具 高圧進相コンデンサ

照明制御装置 高圧限流ヒューズ Dt通 信 用・ Ｅ 100Ω以下 ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)

可変速電動機用インバータ装置 高圧負荷開閉器 電話引込口の保安器用 Lt・ Ｅ 100Ω以下 ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)
建物別及び屋外 工　事　種　別 分電盤 高圧変圧器（特定機器）

O測 定 用・ Ｅ ＥＢ（10φ）×１　(Ｌ＝1,000mm)
工　事　種　目 制御盤 交流無停電電源装置

・　　電　灯　設　備 キュービクル式配電盤 太陽光発電装置

・　　動　力　設　備 （ﾊﾟﾜｰｺﾝﾃﾞｨｼｮﾅ及び系統連係保護装置）

・　電気自動車用充電設備

・　　電　熱　設　備 中央監視制御装置（監視制御装置）

・　雷　保　護　設　備

・　受　変　電　設　備 電動機出力 (kW) 0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45

・　　発　電　設　備 規約効率　 (％) 86.0 88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5 94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

・　構内情報通信網設備

名　　　　称 測　　　点 取付高さ　[mm]・　構 内 交 換 設 備

ブラケット（一般） 床上 ～ 中心 2,100・　情 報 表 示 設 備

　　〃　　（踊場） 〃 2,500・　映 像・音 響 設 備

　　〃　　（鏡上） 鏡上端 ～ 中心　   150・　　拡　声　設　備

スイッチ　（一般） 床上 ～ 中心 1,200・　誘 導 支 援 設 備

　　〃　　（多機能便所用） 〃 1,200・　テレビ共同受信設備

自動スイッチ　（照明、換気扇用等） 〃 1,800・　防 犯 カ メ ラ 設 備

ｺﾝｾﾝﾄ，電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ，ﾃﾚﾋﾞ端子（一般） 〃   300・　駐 車 場 管 制 設 備
　　　　　　　〃　　　　　　 （和室） 〃   150・　防犯・入退室管理設備 電　動　機 器具容量、コンデンサ回路の配線
　　　　　　　〃　　　　　　 （台上） 台上 ～ 中心   150配線用遮断器等 [A] ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路・　火 災 報 知 設 備 定格 定格電流 ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]電流計 2 コンセント（土間） 床上 ～ 中心   800 ～ 1,300ｲﾝﾊﾞｰﾀ 接続する電線(EM-IE)の最小太さ[mm ]出力 (参考値) 直入始動 Y-Δ始動・　中央監視制御設備

[A]入力側 コンセント（電動車いす充電用） 〃   900[kW] [A] 長さ8m以下 長さ3m以下MCCB MCCB 50Hz 60Hz・　構 内 配 電 線 路 [A]
引込開閉器箱（低圧） 床上 ～ 上端 1,5002.0 0.2  1.8 15 － 15 3 2.0 15 10・　構 内 通 信 線 路
分電盤，制御盤，実験盤 床上 ～ 中心 1,500（上端1,900以下）2.0 0.4  3.2 15 － 15 5 2.0 20 15・　テレビ電波障害除去工事
開閉器箱 〃 1,500  0.75  4.8 15 － 15 5 2.0 30 202.0
電磁開閉器用押しボタン 〃 1,200 1.5  8 30 － 15 10 2.0 40 302.0
接地用端子箱 地上，床上 ～ 中心   500 2.2 11.1 40 － 20 10 2.0 50 402.0
試験用接続端子箱 床上 ～ 下端   8002.0 3.7 17.4 75 － 30 20 2.0 5075
接地極埋設標 地上 ～ 中心   6003.5 75 5.5 26 100 60 50 30 2.0 100
給油ボックス 　地上 ～ 給油口 1,0003.5 7.5 34 125 75 60 50 2.0 150 100
室内端子盤（廊下・室内） 床上 ～ 下端   30011 48 125 125 75 60 8.0 2.0 200 150
中間端子盤（ＥＰＳ・電気室） 床上 ～ 中心 1,50015 65 125 150 125 60 8.0 2.0 250 200
壁付電話機 〃 1,30018.5 79 150 175 125 100 14 3.5 300 250
親時計 〃 1,500（上端1,900以下）22 93 175 200 150 100 14 3.5 400 300
子時計，スピーカ 〃 (天井高)×0.930 124 250 300 200 150 14 5.5 500 400
アッテネータ 〃 1,20037 152 300 350 225 200 14 8.0 600 500
表示盤 〃 (天井高)×0.945 190 400 450 200
発信器（出退表示用） 〃 1,20055 228 450 500 250
外部受付用インターホン（子機） 〃 標準図による

壁付インターホン　　　（上記以外） 〃 1,100

呼出ボタン（多機能便所用） 〃   900

復帰ボタン（　　 〃 　　） 〃 1,300
電　動　機 器具容量、コンデンサ回路の配線 廊下表示灯（　　 〃　　 ） 〃 2,000

配線用遮断器等 [A] ｺﾝﾃﾞﾝｻ回路定格 定格電流 テレビ機器収容箱 天井下 ～ 上端　   200ｺﾝﾃﾞﾝｻ [μF]2電流計ｲﾝﾊﾞｰﾀ出力 (参考値) 直入始動 Y-Δ始動 接続する電線(EM-IE)の最小太さ[mm ] 火報受信機（複合盤） 　床上 ～ 操作部   800 ～ 1,500[A]入力側[kW] [A] 長さ8m以下MCCB MCCB 50Hz 60Hz長さ3m以下[A] 副受信機 床上 ～ 中心 1,500
 0.2  0.9 15 － － 3 2.0 2.0 5 5 機器収容箱（火災報知設備） 〃   800 ～ 1,500
 0.4  1.6 15 － 15 3 2.0 2.0 5 5 発信機 〃   800 ～ 1,500

  0.75  2.4 15 － 15 5 2.0 2.0 7.5 5 警報ベル 〃 (天井高)×0.9
 1.5 4 15 － 15 5 2.0 2.0 10 7.5 表示灯（火災報知設備） 〃 (天井高)×0.8
 2.2  5.5 20 － 15 10 2.0 2.0 15 10 連動制御器（自動閉鎖） 〃 1,500
 3.7  8.7 30 － 15 10 2.0 2.0 20 15 ガス漏れ検知器（重ガス） 〃   300
 5.5 13 40 30 30 15 2.0 2.0 25 20 ガス漏れ検知器（軽ガス） 天井面 ～ 中心　 (天井高)－200
 7.5 17 75 40 30 20 2.0 2.0 40 25

11 24 100 60 50 30 3.5 2.0 50 40

15 32 125 75 60 30 3.5 2.0 75 50

18.5 39 125 100 75 60 3.5 2.0 75 75

22 46 125 100 100 60 8.0 2.0 100 75

30 62 125 150 125 60 8.0 2.0 125 100

37 76 150 175 125 100 8.0 3.5 150 125

8.045 95 200 225 150 100 3.5 200 150

55 115 225 300 175 150 14 5.5 250 200

75 155 300 350 225 150 14 8.0 300 250

90 180 350 400 300 200 22 8.0 300 250

110 220 450 500 350 250 22 8.0 397 300

改修　一式

改修　一式

改修　一式

改修　一式

改修　一式

16項イ

防犯カメラ装置

　　重要機器

・ 特定の施設 ・ 一般の施設
設置場所　　　　機器種別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階・ 　　　機　　　器 2.0 1.5 1.5 1.0

屋上及び　　　防振支持の機器 2.0 2.0 2.0 1.5

塔屋　　　　　 水　槽　類 2.0 1.5 1.5 1.0

　 　　　　　　機　　　器 1.5 1.0 1.0 0.6

中間階　　　　防振支持の機器 1.5 1.5 1.5 1.0

　　　　　　　 水　槽　類 1.5 1.0 1.0 0.6

　 　　　　　　機　　　器 1.0 0.6 0.6 0.4

1.0 1.0 1.0 0.6

　　　　　　　 水　槽　類 1.5 1.0 1.0 0.6

　　養生方法　（　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　）

　　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　地表面粗度区分（　 ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・ Ⅲ　　・Ⅳ　）

　　垂直積雪量（ 0.3ｍ ）

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　　次の①から④を満たすものとする。

　　その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、

　　アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

　　「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

②　接着剤及び塗料はトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

③　接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しな

　　い難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　トアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

　　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。

　　発散建築材料以外の材料

　　基準は、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成27年2月閣議決定）」による。

16　電線本数，管路等

17　金属製電線管の

　　塗装・仕上げ

18　フラッシュプレート

20　二重床内器具

21　インバータ装置の

　　規約効率

22　高効率誘導電動機の

　　配線用遮断器等

　　の選定

・　構外搬出適切処理とする。

　　※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

　　からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

　　分電盤、制御盤及び端子盤等の二次側以降の配管・配線は、経路、電線太さ、電線本数、管径等は

　　監督職員の承諾を受けて変更しても差し支えない。

　　また、機械室等の床埋設配管は図面上 PF管で記載している場合であっても、立上げ部分等の露出配

　　下記の金属製電線管の露出配管は塗装、めっき等の仕上げを行う。

・　屋内（　内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所　地階、ピット階　）

・　塗装（　・　屋内　・　屋外　・　全て　・　図示　）

　　図面に特記なき場合は、　・　金属製（ステンレス、新金属も含む）　・　樹脂製　　とする。

　　EM-UTPケーブルは、用途に応じ色分けすること。

　　二重床内に設置する器具の位置表示として、マーキングを直上の天井面に付けること。

　　また、用途に応じ色分けすること。

　　備考（１）規約効率は、JET-TR245「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

　　　　（２）規約効率は、JIS C 4212「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　　　　　IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　　高効率誘導電動機回路保護用の配線用遮断器等の選定は下記による。

　　　　　　　　　　　200V三相誘導電動機回路の器具容量等

　　　　　　　　　　　400V三相誘導電動機回路の器具容量等

　　接地極の材料は下記による。なお接地棒ＥＢ(14φ)の長さは 1,500mm 以上とし、10φは

　　Ｗ＝30 Ｌ＝900mm 以上、14φは、Ｗ＝40 Ｌ＝1,200mm 以上としても差し支えない。

　　図面において、室名に（　）を付したものは直天井を示し、それ以外は二重天井の部屋を示す。

　　壁付、壁掛形の機器等の取付高さは、図面に記載のない場合は原則として下表による。

　　（参考）天井面を基準とする取付高は、天井高さが 2,500mm から 3,000mm の場合に適用する。

　　　天井高さが 3,000mm 以上の場合及び機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員と協議する。

　　工事区分表による。　ただし、これにより難い場合は、監督職員と協議する。

　　※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生

　　資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

　　施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

　　完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

・　建設副産物を搬出する際の計画

　　1.土砂500m3以上

　　2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

・　再生資材を利用する際の計画

　　1.土砂500m3以上

　　2.砕石500t以上

　　3.加熱アスファルト200t以上

27　資源有効利用促進

26　他工事又は他工種

　　との取り合い

25　取付高さ

24　天井仕上げ表示

23　接　地　極

４．指定部分　　・ 無　　・ 有（　部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　令和　　年　　月　　日

　　養生範囲　（　・　図示　　　　　・　　　　　　　　　）

３　材料・機材の品質等

４　電源周波数

６　電気工事士

５　電気工作物の種類

７　工事用仮設物

８　足場その他

９　仮設備工事

10　養生

11　施工調査

12　非破壊検査等

13　穿孔作業

14　耐震安全性の分類

　　と耐震施工

・　配電盤　　　　　　・　発電装置　　　　　　・　直流電源装置　　　　・　交流無停電電源装置

・　交換機　　　　　　・　火災報知受信機　　　・　中央監視制御装置

・　キュービクル　　　・　その他（　　　　　）

　　　2)設計用鉛直地震力

　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　　中間階とは、地階、１階を除く各階で上層階に該当しないものとする。

　　上層３階、１３階建以上の場合は上層４層とする。

　　上層階とは、２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は

　　　※水槽類には、オイルタンク等を含むものとする。

地階・１階　　防振支持の機器

設計用水平震度

　　　なお特記なき場合、設計用水平震度は次による。

　　　機器の重量[ｋＮ]に、設計用水平震度を乗じたものとする。

　　　1)設計用水平地震力

　　（独立行政法人建築研究所監修）による。（100kg以上の機器を対象とする。）

（１）設備機器、電気配線の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

　　既存躯体に穿孔する場合は金属探知により電源供給が停止できる付属装置等を使用する。

　　なお、放射線透過検査による場合は特記とし、撮影枚数は、１枚以上／部位とする。

　　構造部等の機械はつり箇所は、非破壊検査等による埋設物の調査を行い、監督職員に報告書を提出する。

・　既設埋設配管等を切断または接続する箇所は、事前に試掘調査を行うこと。

・　石綿含有分析調査（定性分析により石綿が含有されている場合は、定量分析を実施する。）

・　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行うこと。

　　仮設備期間（　・　図示　　　　　・　　　　　　　　　）

　　き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行う。

　　別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据え置

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

・　本工事で設置とする。（改修標準仕様書 第１編 2.2.2によるほか下記による。）

・　別契約の関係受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　　構内につくることが　　・　できる　　　・ できない

　　すべて受注者の負担とする。

　　契約電力５００ｋＷ以上の電気工作物においても、第一種電気工事士により施工を行うものとする。

・　要　　　　・　不要

　　電気保安技術者

・　一般用電気工作物

・　事業用電気工作物

・　５０Ｈｚ　・　６０Ｈｚ

　⑥　販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　③　安定的な供給が可能であること。

　②　生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　①　品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　　を省略することができる。

　　督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等が記載されているものは、証明となる資料等の提出

　　明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書面を提出して監

（２）下表に示す材料・機材等の製造業者等は次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、この証

　　及び性能を有するものとする。

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有するべき品質 15　建設発生土の処理 ・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・　屋外（内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ箇所：全て（塗装箇所除く）

19　電　線　類

・　　撤　去　工　事 改修　一式

高圧スイッチギア（ＣＷ形、ＰＷ形）

高圧交流遮断器

15　交通安全管理

設計図

・　外部足場の種別（　・くさび緊結式（手すり先行工法）　・　　　　）

・　内部足場の種別（　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

文化会館改修工事

文化会館 ＳＲＣ造 地上４階 13,786

文化会館

作図 令和６年　９月
文化会館改修工事

　　　　　　　　　・　交通誘導警備員Ａ　　　・　交通誘導警備員Ｂ

　交通誘導員　　　・　配置する　２名以上（大型車の出入、機器搬入搬出時は必ず）・配置しない

四日市市　安島二丁目　地内

74/119



51　週休2日制工事

図
面
名

特記仕様書
縮
　
尺

1:NO

（A2）

設計番号

　四日市市都市整備部営繕工務課 四日市市諏訪町１番５号

１級建築士　登録第　　　　　　　号

工 事 名

建築電気設備２

図面番号

E-02

１　一般事項・　本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署その他の関係機関への

・　市支給とする。ただし、構内既存施設より利用可能な範囲に限る。

　　諸手続等に要する費用は、受注者の負担とする。

暴力団等不当介入に関する事項
　１．契約の解除

除措置要綱（平成20年四日市市告示第28号）
第３条又は第４条の規定により、四日市市建
設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札
参加資格停止措置を受けたときは、契約を解
除することがある。

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

(3)　(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加

(2)　契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂
　　並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。

　　行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれがあるとき
　　には、業務発注所属と協議を行うこと。

　　資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。
＜ 喫 煙 に 関 す る 事 項 ＞

　 学 校 敷 地 内 は す べ て 禁 煙 と し 、 敷 地 周 辺 の 路 上 等 に お い て も 禁 煙 に 努 め る こ と 。

＜ 現 場 代 理 人 に 関 す る 事 項 ＞

＜ 随 時 検 査 ＞

　 工 場 製 作 期 間 中 等 に 現 場 代 理 人 の 常 駐 を 解 除 す る 場 合 は 、 そ の 期 間 に 応 じ た 経 費 の 減 額 変 更 を 行 う 。

　 随 時 検 査 を 求 め た 場 合 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い 受 験 す る こ と 。

　 設 計 金 額 30 0 0万 円 以 上 の 工 事 は 、 四 日 市 市 検 査 規 程 第 ８ 条 第 ６ 項 の 規 程 に よ り 発 注 者 が

個人情報の取り扱いに関する事項

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、

　　　個人情報を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのない
　　　ようにしなければならない。

　　　当該工事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成１５年
　　　法律第５７号。以下「法」という。）第６７条に規定する義務を負う。
　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなけ

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施
　　　工するために必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。
　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じな
　　　ければならない。
　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適

　　（基本事項）

　　（施工者の義務）

　　　ればならない。
　　（秘密の保持）

　　（適正な管理）

　　　正な管理のために必要な措置を講じなければならない。
　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。
　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個
　　　人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。
　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に
　　　対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、
　　　甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。
　　（収集の制限）
第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工
　　　事を施工するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。
　　（再提供の禁止）
第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再
　　　提供してはならない。
　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必
　　　要な措置を講じなければならない。
　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わ
　　　すものとする。
　　（複写、複製の禁止）
第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施
　　　工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、
　　　又は複製してはならない。
　　（持ち出しの禁止）
第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製し
　　　たものを含む。第9において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。
　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、
　　　輸送方法等を書面により確認するものとする。
　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできない
　　　ようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損
　　　の防止その他適切な管理を行わなければならない。
　　（資料等の返還）
第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等
　　　を、当該工事の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により
　　　廃棄し、又は消去する場合を除く。
　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。
　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断
　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕
　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したと
　　　きは、当該工事の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなけれ
　　　ばならない。ただし、甲の指示により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。
　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資
　　　料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。
　　（研修・教育の実施）

　　　工事における個人情報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。
　　（苦情の処理）

　　　適切かつ迅速な処理に努めるものとする。
　　（定期報告及び事故発生時における報告）

　２　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、

第12　乙は、甲から個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　　　速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。
　　（監査及び検査）
第13　甲は、この契約による工事に係る個人情報の取扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が
　　　講じられていることを検証及び確認するため、乙及び第６の規定により甲の承諾を得てこの契約に
　　　よる工事を受託し、又は請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。
　２　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による工事の処理に
　　　関して必要な指示をすることができる。
　　（契約解除及び損害賠償）

労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

記述上の指針）を遵守すること。

・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。

・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

項　　　目特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

2 8　 工 事 用 電 力 、 水 等

・　建設工事保険　（管理財物担保特約に加入）(保険証券の写しを提出)　

・　請負業者賠償責任保険(保険証券の写しを提出)

　　加入期間は工事期間を原則とする。(必要に応じて延長するものとする。)　

　　下記の制度について加入すること。

・　法定外労災補償制度　　　(加入証明書を提出)　

　　建設業退職金共済制度に加入し、掛金収納書を提出する。

　　共済証紙購入額

　　請負額(消費税含む)の0.5/1000 以上　

　　ただし、建設業退職金共済については請負額が500万円以上の場合とする。

30　 工 事 の 保 険

31　 建 設 共 済 等

　　下請契約締結後、速やかに提出すること。変更時も同様とする。

　　なお、警備業者についても記載すべき下請負人の範囲に含むものとする。

　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事

　　により生じた産業廃棄物税が課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物

　　税納税証明書等を添付して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を

　　請求する事ができる。

※1 他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は

 　 理由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする。

※2 契約変更により工事価格が上昇した場合は不足分を追加購入すること。

　　工事請負代金額500万円以上の工事は、工事実績情報（CORINS）の登録手続き

　　を行うこと。

　　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、施工体制台帳の

　　写しを提出のこと。

33　 施 工 体 制 台 帳 の 提 出

32　 工 事 実 績 情 報 の 登 録

特　　　　記　　　　事　　　　項

四日市市の締結する契約等からの暴力団等排 (1)　不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報

2 9　 産 業 廃 棄 物 税

　　を使用する。

　　合成樹脂製可とう電線管及び付属品は、ＰＦ管（単層管）の波付管以上

　　可とする。

　　使用機器の製造者選定による若干の仕様の相違は、監督職員の承諾を得れば、

　　監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

　　配線器具(ｽｲｯﾁ､ｺﾝｾﾝﾄ他)の現場納り等による仕様、数量については

　　タンブラスイッチは、図面に特記なき場合、ネーム付とする。

　　ただし、絶縁劣化等使用に耐えない場合は、監督職員に報告する。

　　取り外し再使用機器は、清掃及び絶縁測定のうえ、取り付ける。

　　長さ1m以上の入線しない電線管には、 1.2mm以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

　　管(E19,E25,･･･E75)を使用してもよい。

　　但し、屋内箇所においては、表示されているものと同一外形のねじなし電線

　　特記なき鋼製電線管(19,25,･･･75)の表示は全て薄鋼電線管とする。

　　工事日報、納品伝票等の写しは監督員が提出を求めた場合に提出すること。

○　工事日報、納品伝票

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方　建築設備編」

　　※次の図書を参考とする。

　　A4用紙に印刷し、提出する。

　　※撮影用具にデジタルカメラを用い、サービスサイズ程度の大きさで

　　完成写真

　　工程写真 埋設部、いんぺい部、施工工程、材料等

○　工事写真

　　工事記録は以下のように行うこと。

・　再使用又は再資源化を図るもの

　　（ＰＣＢ使用機器 　　　　　　　　　　　）

　　ＰＣＢ使用機器は、関係法令に従い適切に処置する。

・　特別管理産業廃棄物

　　しくはＥ票の確認を受けるものとする。

　　廃棄物管理票（マニュフェスト）確認表を作成し、監督員にＡ票及びＤ票も

　　構外搬出適切処理とする。

・　引渡しを要するもの　　　・　引渡しを要するもの以外

・　工事完成図（竣工図（修正済みの設計図）＋施工図）

　　監督職員の指示により下記のものを提出する。

　 　 業 者 の 選 定 に 際 し て

　 　 の 留 意 事 項

　　資材購入及び工事の一部を下請業者にて施工する場合、業者の選定に際し

　　ては、できる限り市内業者を優先させること。

34　 資 材 購 入 及 び 下 請

35　 監 督 職 員 事 務 所

37　 発 生 材 の 処 理

38　 工 事 記 録

39　 鋼 製 電 線 管

40　 呼 び 線

41　 再 使 用 機 器

42　 タ ン ブ ラ ス イ ッ チ

43　 配 線 器 具 等

44　 機 器 仕 様

45　 合 成 樹 脂 管 配 線

46　 位 置 ボ ッ ク ス

47　 最 上 階 の 埋 込 配 管 　　最上階の天井スラブへの埋込配管は、原則として避けるものとする。

　　位置ボックスで金属製を使用する場合、電力用には接地を施す。

　　本工事施工に伴う既設設備の軽微な加工改造は、本工事とする。

　　原動機、発電機と付属各機器間の燃料油、冷却水などの配管、制御用配線等は、

　 　 配 管 工 事 等

　 　 深 さ 等

　　地中配管に埋設標識シート（2倍）を　・　設ける　　　・　設けない

　　埋設深さは原則0.6m以上とし、それにより難い場合は監督員と協議し決定

　　すること。

48　 既 設 と の 取 合 い

49　 自 家 発 電 設 備 の

50　 地 中 配 線 の 埋 設

・　保全に関する資料等　（２）部

・　工事写真（紙、ＣＤ－Ｒ）

36　 完 成 時 の 提 出 図 書

・　設ける　　　　　・　設けない　　　　　

・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。　　監督職員の承諾を受けて図面と多少相違してもさしつかえない。

・　完成図　（原図サイズで機械設備図と併せて二つ折り製本したもの)（３）部

・　完成図　（Ａ４版に製本したもの）

・　完成図　ＣＡＤデータ　ＰＤＦデータ（ＣＤ－Ｒ）（１）枚

第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解
　　　除及び損害賠償の請求をすることができる。

　１．対応要領に沿った対応
障害者差別解消に関する事項

　　（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の請負（委託）を受けた者（以下
　　　　　「受注者（受託者）」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消
　　　　　の推進に関する法律（平成２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障
　　　　　害を理由とする差別の解消の推進に関する四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。
　　　　　以下「対応要領」という。）に準じて、「障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止」及び
　　　　　「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供」等、障害者に対する適切な対応を行うものとする。
　　（２）（１）に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性につ
　　　　　いて十分に留意するものとする。
　２．対応指針に沿った対応
　　　上記１に定めるもののほか、受注者（受託者）は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針
　　　（法第１１条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行う
　　　よう努めなければならない。

　　アスベスト含有物の取扱い

　　の処理工事 アスベスト含有吹付け材の囲い込み処理　　・行う　　・行わない

アスベスト含有建材除去後の仕上げ　　　　・行う　　・行わない

アスベスト含有吹付け材の封じ込め処理　　・行う　　・行わない　　　　　　　[9.1.1]２　アスベスト含有建材

施工箇所及び工法　　※図示

　　調査

３　アスベストの含有 事前調査（有資格者）　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　[1.5.1]

　　調査結果報告書等の貸与　　　・有　　　・無

分析調査　　・行う（対象箇所：　　　　　　）　　・行わない

　　　　　　・定性分析　　・定量分析

　※分析調査は「建材中の石綿含有率の分析方法について(令和3年12月22日改正)」に基づき行う。

※現地調査を行い、事前調査結果報告書を作成し、提出する。

　調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

   0.3 f/l             0.5 f/l    50 f/l

   210 min             120 min     5 min

     47mm

   10l/min             5l/min    1l/min

                     25mm

 位相差顕微鏡

 定量限界

 計数アスベスト

 計数条件

 試料の透明化

 試料の吸引時間

 試料の吸引流量

 メンブレンフィルタの直径

 計数機器

　測　定　5　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8　測　定　3

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

作業場の隔離　※行う

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

除去工法

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

吹付けアスベストの施工数量調査　　※行う

アスベスト粉じん濃度測定　　※行う 

  表9.1.1　　アスベスト粉じん濃度測定

　集じん・排気装置

  測定５

  測定４

施行区画周辺

又は、敷地境界

  処理作業室内

  処理作業室内

　処理作業中

　処理作業前

  測定３

  測定２

  測定１

 計２点

 各２点又は３点

 各２点又は３点

　大気

  (注)１

  (注)１

　備考　  測　定　場　所 測定名称　測定時期 測　定　点　(各施工箇所ごと)

を確認
空気の流れ

（処理作業室外の場合）

  の排出口

４方向各１点  測定６ 施行区画周辺
又は、敷地境界

　 －

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 1点

1点

  測定７   処理作業室内  各２点又は３点   (注)１

  (注)２

施行区画周辺
又は、敷地境界

  測定８

　処理作業後

４方向各１点 　大気

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

  表9.1.2  アスベスト粉じん濃度測定方法

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

除去吹付材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

アスベスト含有吹付材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.3]４　アスベスト含有吹付

　　け材の除去

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

飛散防止処理技術指針」による。

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

５　アスベスト含有仕上

　　塗材の除去

上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

アスベスト含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.4]

作業場の隔離　・行う　・行わない

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

６　アスベスト含有保温
　　材等の除去

アスベスト含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

作業場の区画　・行う　・行わない

処分方法

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

　　板の除去
７　アスベスト含有成形

アスベスト含有シール材の有無　・有　・無

作業場の隔離　・行う　・行わない

除去工法

湿潤にて撤去を行い、適法に処分する事。

処分方法　・埋立処分

・アスベストの中間処理に適する溶融施設

・認定を受けた無害化処理施設

８　アスベスト含有配管
　　接続部シール材の除去

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

９　特記事項

令和6年7月版

・　週休2日制工事(受注者希望型）対象　　　

・　週休2日制工事対象　　　　　　　 　　　　　　　　　　   

　　電気設備の改修等のため、在来設備を一時停止させる必要のある場合は、

　　予めその時期、停止の範囲及び工法等を施設管理者などの関係者と打ち合わせ、

　　場合によっては停電計画書等を提出し、承諾を得たうえで作業を行うものとし、

　　施設の運営に支障を来たさないよう特に注意する。

　　すること。

・　高さ5mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はﾌﾙﾊｰﾈｽ型を使用

・　施工可能時間帯　　・指定有り（　　時～　　時）　・指定なし

・　施工可能日　　・土、日曜日、祝日施工有り　・指定なし

52　施工条件

・　週休2日制対象外工事

　　ものとする。

　　施工図等の著作権に関わる当該建物に限る使用権は、発注者に移譲する

　　一般照明及び非常照明の照度測定を行う。照度測定箇所は、監督職員の指示に

　　よる。

　　構内線路における埋設標の材質及びその個数は、図面に記載のない場合は

　　次による。

53  地 中 配 線 の 埋 設 標

54　 照 明 設 備 の 照 度 測 定

55　 施 工 図 等 の 取 扱 い

　　(　・　工事の実働日数が30日未満の工事　・　現場閉所困難な工事）

「四日市市週休2日制工事実施要領（営繕工事）」（令和６年７月１９日改正適用）

　に基づく適用は下記による。

除去仕上塗材（　下地調整材　）含有場所（　会議管理棟天井　）

設計図

除去成形板（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

・　鉄製(　　箇所)　　　　・ｺﾝｸﾘｰﾄ製(　　箇所)

文化会館改修工事
作図 令和６年　９月

                    ・　その他　(　　設計図Ａ－００１による　　)

除去シール材（　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　）

除去保温材（　給水管保温材　内壁保温材　）含有場所（　会議管理棟２Ｆ便所　電気室　）
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（改修）受変電設備 no scale
no scale単線結線図（1）
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4.　各変圧器設置は防振ゴム付とする

2.　デマンド警報及び8ポイント操作器組込

1.　閉鎖型仕様　TEM　E級

仕　　様
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3.　変換器組込

5.　接地は電気設備技術基準により施工の事
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4.　新設する増設盤は分割搬入にて設置する。

1.　既存発電機（付属機器含む）一式の撤去、新設を行う。
概要

3.　新設の発電機及び受変電、増設盤の幹線接続を行う

　　分割搬出に伴う仮設、養生は本工事とする。

6.6kV NH-FPT 38sq×3

EM-CET 250sq
※2
EM-CET 150sq×2

※3
EM-CET 200sq

※4
EM-CET 200sq×2

※3

※2

※4

　　なお、既存発電機は分割搬出にて撤去とする。
　　分割搬出に伴う仮設、養生は本工事とする。

　　なお、増設盤と接続する幹線は新設とする。

5.　発電機の更新及び増設盤の新設に伴い、1階　防災監視室の
　　グラフィックパネルの更新を行う。
　　更新に伴う信号線の新設は本工事とする。
6.　発電機の更新及び増設盤の新設に伴う、既存中央監視設備及び
　　既存制御盤への信号線の新設及び接続は本工事とする。

　　各接地（ELCB含む）は既存受変電からの分岐とする。
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（背面扉） （背面扉） （背面扉）

高圧発電引込盤 低圧動力盤　No.11 低圧動力盤 No.12 低圧電灯盤 No.11

50

ＮＰ．

800

Ｎ　Ｐ

ｎｏｉｔａｔｓｂｕｅｇａｔｌｏｈｇｉ ｓｖＨ

変電設備

Ｎ　Ｐ

800600

1400

ＮＰ．

換気扇

ダイヤル温度計窓

▲

ＮＰ．

Ｎ　Ｐ

1600

換気扇

▲

ＮＰ．

1000

Ｎ　Ｐ

50

2
3
5
0

5
0

2
3
0
0

2000

50190050

ＮＰＮＰ

換気扇

扉吸気孔

ダイヤル温度計窓 ダイヤル温度計窓

（改修）受変電設備 no scale
no scale外形図

３００

ＥＬＣＢ

３００

ＶＣＢ ＶＣＢ

ＭＣＣＢ ＭＣＣＢ

１００

ＭＣＣＢ

高圧非常用
発電機より

低圧非常
動力電灯盤へ

（４４０Ｖ）

ＬＢＳ

Ｔ３φ

　ｋＶＡ

ＬＢＳ

Ｔ３φ

　ｋＶＡ

ＭＣＤＴ

ＬＢＳ

Ｔ１φ

　ｋＶＡ

ＭＣＤＴＭＣＤＴ

記号

A

B

C

D

名称

高圧発電引込盤

低圧動力盤　No.11

低圧動力盤　No.12

特記事項

1. 各MCCBは短絡電流を満足するものを使用すること

2. LBS及びVMC用ヒューズ容量はメーカー推奨値とすること

3．盤内配線は原則、エコ電線及びエコケーブルを使用すること

4．検針窓をつける場合は網入りガラスとすること

5．各分岐MCCBは二次端子台付とし前面保守点検とすること

低圧電灯盤　No.11

加重

6．換気扇はサーモ運転とし自動動作にて基準値温度を確保すること

7．警報及び状態の詳細を盤面に表示すること

8．機器搬入は本工事とし、分割搬入にて実施すること

　　なお、施工手順調整に伴い直接搬入が可能な場合にはこの限りではない

9．大型消火器（屋外型格納箱付）1台を見込むこと

10．固定用のアンカーは耐震計算に基づき選定すること

11．設計用水平震度（耐震）は電気設備特記仕様書による

12．指示計器はマルチメータを使用とする

13．低圧は漏電＋過負荷検出機能付きマルチメータを使用とする

14．制御回路は線番号表示付とする

16．盤名称板はアクリル製エッチング（非固定式）とする

17．各警報は各盤面ごとに表示し、端子渡しとする

18．母線には接続箇所ごとにサーモラベルを設ける

20．故障表示は故障表示灯（110角）とする

21．その他設備仕様は国交省営繕部監修「公共建築工事標準仕様書・標準図」に適合とする

22．メーカー標準予備品の他、LBS及びPCS用ヒューズを各容量とも100％見込むものとする

23．チャンネルベース溶融亜鉛メッキ仕様とする

24．盤の仕様は消防認定品とする

25．盤の仕様は屋内型公共建築工事標準仕様とする

28．製作図の作成時に耐震計算書、換気計算書を添付すること

29．アンカーボルトの選定は計算書に基づき選定すること

　　　なお、アンカーボルト及び計算書の作成は本工事とする

900kg

2000kg

2300kg

1400kg

※加重は設計時の想定値として、製作図にて再確認すること

合計 6600kg

30．各機器の名板をQB扉面に取付けること

※形状及び寸法は参考とする。

低圧動力盤 No.1へ

低圧動力盤 No.2へ

31．各変圧器は防振ゴム付とする。

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

27．増設盤の工場検査を実施すること

15．表示ランプ・盤内照明はLEDとする

19．キュービクル内に保守点検用のコンセント１口×２か所を設ける

26．立ち合いに要する費用及び各種試験検査費用も本工事に含むものとする

32．立会検査実施にあたっては、監督職員の指示を受けることとする

33．工事にあたっては、電気主任技術者立会いのもと、停電作業にて施工すること
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7500

Y12B Y13B

4
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（改修）受変電設備 no scale
no scale

※OCB及びVCSは電磁式とする
　変圧器は油入自冷式とする

6000 6000 3000

21 3 4 5 6 7 9 10 11

電気室平面図　1/50

7
5
0
0

X13 X14

Y13B

Y12B

電気室断面図　1/50

2600

記号

1

2

3

4

名称

高圧引込盤

高圧受電盤

No｡1　高圧き電盤（電灯/第2変電室）

5

6

7

8

No.1　高圧コンデンサ盤

9

10

11

12

13

80050 800 800 800 800 800 800 1100 1400 1200 1200 1300 1200 50

13100

2
3
5
0

5
0

21 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

MOF DM
OCB

LA

OCB

OCB

OCB

OCB

SC SC SC

配電盤システム図　1/30

75KVA
3φ3W

300KVA
3φ3W

LBS

G

DS

300KVA
3φ3W

LBS

300KVA
3φ3W

LBS

300KVA
1φ3W

LBS

300KVA
1φ3W

LBS

2次変電所へ

30KVA
スコット

自家発電機
1,000KVA

VCS VCS VCS

電気・発電機室　平面詳細図

正面

X11

6000

X12

No｡2　高圧き電盤（動力/コンデンサ）

No｡1　低圧動力盤

4900

2
0
0
0

A B C D

2
3
5
0

8 12 13

床配線ピット

既存配線　EM-CET 6kV 38°

EC・D 60°×2
EB 60°
EA 60°

ELA 60°

取外し、再取付け×８ヶ所
耐震用壁つなぎ材

既存配線　EM-CET　6kV　60°

No.2　高圧コンデンサ盤

No.3　高圧コンデンサ盤

低圧非常動力電灯盤

No｡2　低圧動力盤

No｡1　低圧電灯盤

No｡2　低圧電灯盤

低圧非常動力盤

建築工事とする
壁及び扉の解体・復旧工事は

床配線ピット

（注記）

加重

700kg

800kg

800kg

800kg

950

770

2
3
5
0

1
5
2
0

1000kg

1000kg

1000kg

1900kg

2300kg

2200kg

2200kg

2100kg

2200kg

合計 19000kg

盤内にて立上げ

EM-CET 150sq×2
EM-CET 250sq

EM-CET 200sqEM-CET 200sq×2

4.　新設する増設盤は分割搬入にて設置する。

1.　既存発電機（付属機器含む）一式の撤去、新設を行う。

3.　新設の発電機及び受変電、増設盤の幹線接続を行う

　　分割搬出に伴う仮設、養生は本工事とする。

　　なお、既存発電機は分割搬出にて撤去とする。
　　分割搬出に伴う仮設、養生は本工事とする。

　　なお、増設盤と接続する幹線は新設とする。

5.　発電機の更新及び増設盤の新設に伴い、1階　防災監視室の
　　グラフィックパネルの更新を行う。
　　更新に伴う信号線の新設は本工事とする。

※形状及び寸法は参考とする。

※1　低圧電灯盤　No.11へ※3　低圧電灯盤　No.11へ※2　低圧電灯盤　No.12へ

※4　低圧非常動力電灯盤へ

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

大臣登録 第259976号

2.　発電機の新設に伴い発電機系統用の増設盤を新設する。

（※１）
（※２）

（※１）～（※３）

（※１）　EM-CET38□×2、EM-CET100□×1、EM-CE5.5-3C×2

（※２）　EM-CET38□×2、EM-CET100□×1、EM-CET200□×3

（※３）　EM-CET38□×2、EM-CET200□×1

　　既存制御盤への信号線の新設及び接続は本工事とする。
6.　発電機の更新及び増設盤の新設に伴う、既存中央監視設備及び

7.　既設発電機からキュービクルまでの不要な配線を撤去する。

既設（移設前）のキュービクル内負荷開閉器の２次側配線と接続する

8.　既設キュービクルへの入線時は盤上面の加工を行うこと。

｝
ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ

壁貫通処理

ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸ(ｱﾙﾐ製)　1000B

振れ止め共

新設発電機盤まで配線する
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EM-CEE2sq×4 フロート信号(コモン･ポンプ運転･停止･強制停止) 

燃料小出槽
フロート

EM-CEE2sq×3 フロート信号(コモン･油面低下･最低油量) 

非常用発電機設備

接地極
IV5.5sq　接地　ED（ローリーアース）

給油口ボックス 漏油センサー

地下タンク

油中ポンプ
EM-CE3.5sq×3 油中ポンプ電源 3Φ220V 1.5KW 

EM-CEE2sq×2 地下タンク漏油信号
液面センサー

フロートセンサー

油中ポンプ
EM-CE3.5sq×3 油中ポンプ電源 3Φ220V 1.5KW 

EM-CEES1.25sq×3 地下タンク液面計信号 

EM-CEE2sq×2 空転防止フロート信号 

EM-CEE2sq×2 地下タンク漏油警報信号

EM-CEE2sq×2 地下タンク油面低下警報信号

油中ポンプ制御盤

EM-CE2sq×2 液面計電源 1Φ220V 

EM-CEE2sq×2 地下タンク漏油警報信号

EM-CEE2sq×2 地下タンク油面低下警報信号

EM-CE3.5sq×3 ポンプ制御盤電源 GAC3Φ220V 

FPT38sq×3 発電機電源 3Φ6600V 

FP-CEE2sq×10 停電信号・遮断器インターロック信号

EM-IE 38sq　接地　EA

受変電設備

接地端子箱 EM-IE 22sq　接地　ED

非常動力盤

EM-CE3.5sq×3 商用電源 3Φ220V

非常電灯盤

EM-CE2sq×2 補機電源 1Φ220V

中央監視盤

EM-CE2sq×20 故障信号・状態信号　他

非常動力盤

自動停止
項　　目 警報表示灯 警　報 機　関 外部信号主回路遮断

（重故障一括）

× ×
× ×

緊　急　停　止

過　　電　　流

始　動　渋　滞

潤滑油油圧低下

冷却水温度上昇

過　　回　　転

ガ バ ナ 異 常

×

燃料小出槽最低油量

× ×
× ×

燃料小出槽油面低下

燃料小出槽油面上昇

補機故障

地下燃料タンク漏油

× ×地絡

（軽故障一括）

回収タンク油面上昇

× ×
× ×

地下燃料タンク油面低下

地下燃料タンク油面上昇

× ×
× ×

（改修）非常用発電機設備 no scale
no scale仕様書（1）

1 機器仕様 NOT

1台　　台　　　数

流電相　　逆

力 電 圧　　出

　　励 磁 方 式

力出格

-1

　　形　　　式

　　台　　　数

横軸回転界磁形同期交流発電機

15%以内

　　電圧変動率 瞬時 -30%以内　整定 ±3.5%以内

　　定　　　格 連続

電子ガバナ置装速　　調

始動用直流電源装置 1面

　　絶　　　縁 F種

ブラシレス方式

　　極　　　数 4極

　　相　　　数 3相 3線

　　回　転　数

　　力　　　率 0.8 遅れ

　　周　波　数 60Hz

6,600V

　　定

(2)ディーゼル機関

1,000kVA

　　　　周囲環境

　　　　設置場所

　　　　(d)電気設備技術基準

　　　　(e)消防法

自動始動発電機盤

ディーゼル機関及び付属機器

発電機

2.機器構成

1面

1式

1台

温度:-5℃～40℃　相対湿度:85% 以下

屋外設備機器置場(屋外地上階)

　1-1　種　類

　　　　オープン式(日本内燃力発電設備協会発行の消防認定証票付とする)

　　　　(a)日本産業規格(JIS)

　1-2　適用規格

　　　　(c)日本電機工業会標準規格(JEM)

　　　　日本内燃力発電設備協会の認定する40秒始動、長時間形(定格:1時間超)

　　　　(b)日本電気規格調査会標準規格(JEC)

1.一般事項

　　　　騒　　音

(1)発電機

1,800min

1台

　1-3　使用条件

1800min

　　燃料消費量 約205.9L/h +裕度5%以下

　　燃　　　料 A重油

　　回　転　数

　　出　　　力 870kW

　　形　　　式 立形Ｖ列水冷４サイクルディーゼル機関

式方作　　操 自動及び手動操作方式

1-VCB(400A、7.2kA)　　遮　断　器

屋内鋼板製搭載形　　形　　　式

　　台　　　数 1面

　　塗　装　色 指定色塗装

(3)自動始動発電機盤

(6)排気消音器

出口1mで約85dB(A)以下　　騒音レベル

　　台　　　数 2基

1基燃料小出槽

　　塗　装　色 指定色塗装

　　容　　　量

　　形　　　式

(7)燃料小出槽

390L(A重油)

フロートスイッチ×2本、液面計

屋外角型鋼板製油庫式

　　付　属　品

5 配線系統図

NOT3 信号取合一覧表

項　　　　目 備　　　考

発電 運転信号

重故障一括

グラフィックパネル受変電設備

信号取合先

NOT 4 単線結線図2 保護装置NOT

NOT

1基地下埋設タンク

排気消音器 2基

(4)始動用直流電源装置

　　台　　　数 1面

　　形　　　式

　　始動充電器

自動充電式　　　型　　式

単相・200V・60Hz　　　入力電圧

DC24V　　　出力電源

　　始動蓄電池

　　　型　　式

96Ah(連続始動回数:3回以上)　　　容　　量

（１）本工事範囲

３．発電設備工事範囲

ｅ）

ｄ）

ｂ）

ｃ）

ａ）

ｆ）

ディ－ゼル発電装置の製作・据付工事

燃料配管工事（機関～燃料小出槽～主タンク～各取合い点）

発電装置及び補機類の搬入工事

ｄ）

ｃ）

ｂ）

基礎工事ａ）

配管・配線ピット工事

配線工事

　　容　　　量

　　形　　　式

(8)地下埋設タンク

18,000L(A重油)

鋼板溶接製SF二重殻構造

鋼板製地下埋設型

　　構　　　造

燃料小出槽及び地下埋設タンクの製作・組付工事

燃料満油渡し

油中ポンプ

　　形　　　式

　　台　　　数

(９)油中ポンプ

油中ポンプ
3φ３Ｗ　200V　1.5kW

2台

　　容　　　量

燃料小出槽フロートスイッチ信号による　　制　　　御

自動運転

（f）公共建築工事標準仕様書R4年（電気設備工事）

機側1mで約85dB(A)以下(4方向平均値)

2台

（2）発電機設備付帯工事

試運転調整（実負荷及び無負荷運転）

ＲＥＨ型

DC24V
指定色塗装

　　　電　　圧

　　塗　装　色

（消費された蓄電池容量を２４時間以内に充電できるもの）

ウィングポンプ(20A)、亜鉛メッキ製架台、耐油ホース

屋内鋼板製搭載形

ゴム防振置装振

却 方 式

動 方 式

10%以内(70%負荷投入及び全負荷遮断)

5%以内

60%(抵抗負荷)

ラジエータ冷却方式

電気式(セルモータ式)

　　冷

　　防

　　始

　　負荷投入率

　　速度整定率

　　瞬時速度変動率

置装振防 ゴム

-1

軽故障一括

停電信号

発電機遮断器状態

停電中ON

52G入でON

受電遮断器状態 52R入でON

燃料小出槽油面低下

燃料小出槽油面上昇

地下タンク油面低下

地下タンク油面上昇

油中ポンプ制御盤 1台

給油口ボックス 1台

(5)防音パッケージ

　　台　　　数 1基

　　形　　　式

　　構　　　造

自動充電式

機側1mで約85dB(A)以下

4方向エネルギー平均値※半自由音場下による

吸音遮蔽式

　　搭 載 機器

　　性　　　能

　　塗　装　色

鋼板製溶接構造

指定色塗装

漏油検知管、油面計発信器、空転防止用フロートスイッチ　　付　属　品

地下タンク標準付属品

　　形　　　式

　　台　　　数

(９)油中ポンプ制御盤
１面

屋外鋼板製自立形

地下タンク躯体及び地盤改良工事

ｂ）

配線工事ａ）

グラフィックパネル接続・更新工事

（3）警報設備工事 スイッチ（1）

フロート
スイッチ（2）

　　そ　の　他 単相回路（20AF/20AT×2）

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

005E-
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８５ｄＢ（Ａ）以下

要目表

17600ｋｇ

基礎及び電線立上がり位置図（Ｓ＝１／３５）

発電設備外形図（Ｓ＝１／３５）（屋外仕様）

エンジン

認　定

乾燥質量

※　4方向エネルギー平均
　　機側１ｍ、高さ１．２ｍ　半自由音場下による

騒音値　※キュービクル

充電方式

塗装色 ５Ｙ７／１　半ツヤ

半導体式全自動充電式

耐熱クラス

冷却方式

保護方式

励磁方法

極　数

力　率

回転速度

相　数

周波数

電　圧

電　流

８０％（遅れ）

１５５（Ｆ）

４極

ブラシレス

１８００ｍｉｎ

６６００Ｖ

87．5Ａ

６０Ｈｚ

３相３線

８００ｋＷ

-1

機　種　名　称

発電機 形　式

容　量

ＡＹ４０Ｌ－１０００Ｈ1（屋外）（参考）

横軸回転界磁形同期発電機

１０００ｋＶＡ

バッテリー 種　類 ＲＥＨ

ＤＣ２４Ｖ－９６Ａｈ

（一社）日本内燃力発電設備協会

４０秒  以内始動時間

容　量

ＤＣ２４Ｖ－８．０ｋＷ

  A重油（セタン価 45以上）

１８００ｍｉｎ

４０．７５７Ｌ

８７０ｋＷ

セルモータによる電気始動式

３１５Ｌ

ラジエータ冷却式

１９０Ｌ

セルモータ容量

潤滑油量（全量）

使用燃料 種　類

冷却水量

冷却方式

始動方式

回転速度

定格出力

総排気量

-1

直接噴射式

立形Ｖ列水冷４サイクルディーゼル機関

燃焼方式

形　式

ＩＰ２０（保護形）

ＩＣ０１（自由通流形）

装備質量 18100ｋｇ

20ｘφ29穴位置

315

1
0
8

2
2
2
0

(
1
9
0
)

1
9
0

2
6
0
0

620 660 520 600 600 570 570 660 600

6200

400

597

240

操作面側

ENG側 GEN側

低圧線入口 高圧線入口

405
305

197

3
0
5

（400）

240

8
0

1
5
6
6

1
7
9
0

1850 1300

58802548

2300（ベース）

2
4
0
2

2
3
0
0

4
0
7
0

4
0
4
5

1299

（開口）

1
1
1
0

（
開

口
）

4
6
5
0

1600 464
3897 600

670 670

8130

950 1966

3
5
2
1

4
7
5

R
7
4
5R

7
4
5

R
7
9
8

R
7
9
8

R
7
9
8

R
7
9
8

R
7
9
8

R
7
9
8

R
7
4
5

R
7
4
5

3
4
0

2
5
0

1700

240 620 660 520 600 600 570 570 660 600 240

1345 3439 1096

1
5
0

2220（アンカー）

2
7
7
9

50

4
0

4
0

ラジエータファン排風量 １２００ｍ　／ｍｉｎ

（改修）非常用発電機設備 no scale
no scale仕様書（2）

保護装置一覧表

自動停止
項　　目 警報表示灯 警　報 機　関 外部信号主回路遮断

（重故障一括）

× ×
× ×

緊　急　停　止

過　　電　　流

始　動　渋　滞

潤滑油油圧低下

冷却水温度上昇

過　　回　　転

ガ バ ナ 異 常

×

燃料小出槽最低油量

× ×
× ×

燃料小出槽油面低下

燃料小出槽油面上昇

補機故障

地下燃料タンク漏油

× ×地絡

（軽故障一括）

回収タンク油面上昇

× ×
× ×

地下燃料タンク油面低下

地下燃料タンク油面上昇

× ×
× ×

（注記）
　・端子盤、ケーブル保護カバー共
　・配線カバー共
　・機器廻り配管は、原則としてフランジ継手とし、分解・組み立てに必要な箇所はルーズフランジ等を設ける
　・回転計、潤滑油圧力計、冷却水温度計、排気ガス温度計を含む
　・排気背圧測定口を設ける
　・冷却水出口配管部にサイホンブレーカを設ける

※形状及び寸法は参考とする。

40
燃料入口

排風

吸気

燃料油入口管
JIS10K-25A

20×29

M24基礎ﾎﾞﾙﾄ
吊金具

（取外し式）

３

排気出口 JIS250A

　・1階　防災監視室のグラフィックパネルへの警報一括発信を行う。
　・既存中央監視設備及び既存制御盤への信号線の新設及び接続を行う。

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

006E-
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007
82/119（改修）非常用発電機設備

機器姿図
no scale
no scale

A1:1/10
A3:1/20

乾燥砂充填

8550

7950 300

2400 2400 15751575

300

3
0
0

3
1
5
0

2
5
5
0

3
0
0

8550

468 300タンク全長 7014 （FRP厚み含む）468300

8550

300157524001575 2400300

1
5
0

6
0

3
0
0

タ
ン

ク
外

径
 1

92
2

（
FR
P厚

み
含
む
）

※
33
22
以

上

※
48
0以

上
3
0
0

10
（

ゴ
ム

シ
ー

ト
）

1
0
0

※
78
0以

上

3150

314300 タンク全長 1922

（FRP厚み含む）
314300

3150

300240 2070（アンカーボルト芯） 300240

1
5
0

6
0

3
0
0

タ
ン

ク
外

径
 1

92
2

（
FR
P厚

み
含
む
）

※
33
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以

上

※
48
0以

上
3
0
0

10
（

ゴ
ム

シ
ー

ト
）

1
0
0

※
78
0以

上

乾燥砂充填

タンク内径φ190
0

名    称NO. フランジ種類、形状

3

1

2

ノズル明細表

4

5

6

7

注油口

送油口

除水口

漏洩検知管

液面計口

通気口

返油口

フランジ

10K SOP-FF

フランジ

10K SOP-FF

10K SOP-FF

フランジ

フランジ

8

9 フロートスイッチ口

計量口

フランジ

フランジ

口 径

65A

125A

40A

100A

100A

32A

40A

50A

32A

1 486

3

72

9

2 5

2
6
5
0

200

4
0
0

400

3
1
0

3
3
0

4
0
0

5
6
0

1
0
0

560

4
9
0

125 200

4
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3
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開
口
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1
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ク
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寸
）

2
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694（開口）

800
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3
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0

2
4
0
0
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4
5
0
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2
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510 700（タンク外寸） 510

1870
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1600（防油堤）
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（内寸）
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2
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1
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0

1
5
0

125

給油口ボックス　外形図

燃料小出槽（390L） 外形図 A1:1/30
A3:1/60

A1:1/40
A3:1/80二重殻地下燃料タンク 18000L 外形図

A1:1/10
A3:1/20油中ポンプ制御盤　外形図

※　配管取り出し口は参考とする。燃料配管の取り合いにより決定すること。

※　配管取り出し口は施工検討の上、変更すること。

※　地下タンク躯体寸法は参考とする。

液面指示計

600

350

500

250 250

LEVEL

POWER

液面計

HHLL L H

警報
停止

０

l

Ｆ

LEVEL METER
リモコン液面計

LEVEL METER

給　油　口

1
0
6
0

3
8
0

1
6
0
0

525

600

90
0以

下

550

625

5
0

1
0

1
0
0

25

Ａ

ＢＣＤＥＦＧ

ＣＯＳ

Ｂｚ

ＰＢ

油中ポンプ制御盤

250

272

1
2
3
0

700

225

24

3

6

5

4

1

2

名  称記号 備　考

3

1

2

4

5

6

本体

屋根

タンク架台

タンク

ベース

防油堤

個数

SPHC

SPHC

SS400

SUS

SS400

SPHC

1

1

1

1

1

1

材 料 寸 度

t2.3

t2.3

t4.5

t2.3

材質・重量 処理

鉄　t1.6　約85kg マンセル 5Y7／1　半ツヤ塗装

タンク底部（
空

転
防

止
停

止
位
置

）

（
23

5）
製
作
可
能
範
囲
：
10
65
～
47
60

2
3
7

1
2
0

7
4
3

267

2
0
0

φ210

φ250

142

2
0
0

φ103

3

4

5

6

2

1

名  称番号 備　考

3

1

2

4

5

6

接続箱

パッカーマニホールド

送油管／保護管

戻し配管

フランジ

ポンプ・モーター

2B STPG／G16

1／8B STPG

JIS10K125A SS

材 質

A1:1/10
A3:1/20油中ポンプ　外形図

※燃料満油は本工事とする。

埋め戻し材として

※　地下タンク躯体及び地盤改良は建築工事とする。

※　文字書あり：機器名称＋容量。また、

　　液位に加え、信号発信液位も文字書きのこと

※　タンク仕様：SUS（指定色塗装）

※　架台（補強材・ガセットプレートレート）：SS＋JISH8641（溶融亜鉛メッキ）2種HDZ55

※　文字書あり：機器名称＋容量。また、液位に加え、ポンプ起動・信号発信液位も文字書きのこと

※　燃料の満油は本工事とする。

※形状及び寸法は参考とする

ボックス材質：SUS304　t=1.5mm
屋外自立型

ボックス仕上：表面のみヘアライン
ベース材質　：SUS304
ベース仕上　：表面のみヘアライン
重量　　　　：約75kg

※注油口配管は現地施工

※　燃料の満油は本工事とする。

その他

単相回路（20AF/20AT×2）

止水板（上下）
（建築工事）

防水モルタル t=15mm
（建築工事）

防水モルタル t=15mm
（建築工事）

連通管 φ40

検査管 4ケ所

防水モルタル t=15mm
（建築工事）

ゴムシート 10t

アンカーボルトM20
L=750

タンク固定バンド
FB-9×50

連通管 φ40

止水板（上下）
（建築工事）

ドレン
20A-ソケット
（プラグ付）

貯留設備

４－全体吊り上げ用金具送油口
25A-JIS 10K FF

通気口 32A
引火防止金網付

通気管
（SUS）

点検口
（フロートスイッチ脱着用）

点検口
（フロートスイッチ脱着用）

通気管サポート
（SUS）

給油口
25A-JIS 10K FF

返油口
40A-JIS 10K FF

ローリーアース端子

65A 注油口

液面指示計

φ80穴

中仕切板

中棚

6-φ15穴

開閉パネル
表示ランプ，COS搭載

状態表示ランプ

銘板

警報ブザー

防水平面ハンドル
キーNo．N200

操作スイッチ

G3／4

JIS10K125A

8-φ23穴

R2

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

E-



（改修）非常用発電機設備
負荷容量計算書

no scale
no scale

**：1.000未満の場合は、消防設備用出力算定には使用できません｡

出力　　E
原動機定格

整  合

出力　　E'
原動機計算

備　考：GはG'の値の95%以上の値とする。

RG

RG4

RG3

RG2

RG1
定常負荷出力係数

自家発電設備出力計算シート（発電機）

1.402

1.753

2.031

0.032

2.031

<最大最終>様式-3

自家発電設備出力計算シート（原動機、整合）

RE2

RE3

RE

RE1
1.211

2.511

1.567

2.511

様式-4 <最大最終>

備　考：EはE'又はE*の値以上の値とする。

件名：四日市市立文化会館

件名：四日市市立文化会館

RG1

許容電圧降下出力係数

RG2

短時間過電流耐力出力係数

RG3

許容逆相電流出力係数

RG4

定常負荷出力係数

RE1

許容回転速度変動出力係数

RE2

許容最大出力係数

RE3

RE

特性等

ε  =

ａ  =

γ  =

**d =

**D =

負荷機器（4）

様式-2  のとおり

ηg  =

△E  =

KG4  =

KG3  =

xd'g =

原動機（3）

発電機

対象負荷機器

（2）

（1）

特性

定格電圧

定格出力

定格力率

特性

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

自家発電設備

種    類

形式番号

発電機出力

AY40L-ST(870KW)×1000kVA（参考型式）

1,000.0

6,600

0.800

kVA

V

定格回転速度

極      数

定格周波数

1,800

4

60

極

Hz

原動機出力

使用燃料

原動機の種別

定格出力

Ａ重油

ディーゼル機関（長時間形）

870.0 kW

定格回転速度 1,800 min

整合比 1.007

屋外用キュービクル式長時間形

-1

-1min

0.926

0.250

0.250

0.150

1.500

0.125

1.100

0.500

1.000

1.000

{             PS}1,183.2

（ ）
K1  +

ηi×cosθi

RG1,RG2,RG3,RG4のうち最大値

=

1

=  RG  <      >  =

1

※  H  =  hb × ηi × cosθi
R6i × hki

1
K KG4

1

KG3
= fv1

（

エレベーター

=

（ηb×cosθb）

2

△E
（  1  -  △E  ）

（ 1 -

K

M3
K

Ai

Z'm
ks

K
M2

△P  =  A  +  B  -  2C  =

=

Sf  =

u  =

1
ηL cosθg

（  A  -  C  ）
△P

△P

1

△P 2

1
0.892

1.402

K
M3

Z'm
ks

ηi×cosθi
Bi

ηi×cosθi
Ci 2

=

0.800
1

1.000 1.000

0.00 0.00 0.00 0.00

（ 0.00 0.00
0.00

1.000

2

275.20
0.00 0.00

275.20

2

1.000 1.000
2

1.000

無（ 0 ）
0.250
0.250= 0.250

0.257
1.000

275.20
165.00 1.753

d

=

=

1.000
1.500 0.885

1.000
0.825 275.20

165.00
0.240
1.000

275.20
165.00

2.031

2

R3i × hki
ηi × cosθi

22

=
275.20 0.150

= 0.032

1.29 0.00 0.00
2

1.000 1.000
2

3 2.031

2

× D × Sf × = × × × =

+ -  2  × =

= =- ）

+ × （  1  -  3u  +  3u  ）

+（ ） ×（ 1 - 3 × + 3 × ）=

×  xd'g  × ×

× × × =）

× { × （ 1  - ）+ × }

×  { × （ 1  - ）+ × }
× ）

× × （ H - RAF ）+（Σ + Σ - 2 ×Σ ）×（ 1 - 3u + 3u ）

{ Σ（ ）} + { Σ（ ）× hph }

× （× - ）+（ ）×（ 1 - 3 × + 3 × ）

1  +

G  =G'  =  RG  ×  K  = 発電機定格出力 G（kVA）発電機計算出力  G' 2.031 275.20 558.84 1000.0× =

=（

RE1,RE2,RE3  のうち最大値

ks
Z'm

G  × cosθg

E'  =  RE  ×  K  =

MR  =

MR' =

E'MR' =

fv2
ηg'

fv3
ηg'

=

γ
1

ε
1

ηL

ηb
d ks

Z'm

=

ηg

d
ηb

（kW）

E* =

M'3
K

M'2
K

1 1

K
M'2

M'3
K

（kW）

0.892
1 1

0.926
1.000 1.211

= 1
0.500 0.880

1.000
0.500 0.125

0.885
1.000

275.20
165.00

+
0.257
1.000

275.20
165.00

0.400

2.511

=

=
1.100

1
0.880
1.000

275.20
165.001.000

0.885
1.000
0.240

0.426
165.00
275.20

1.567=

=  RE<      >  =2 2.511

2.511 275.20 691.05

691.05
1000.0 0.800×

0.926 0.799

0.799

1.007

863.93

）× D ×（ ） = （ ）× ×（ ） =

× × { （ε- a ）× ×（ 1 - ）+ × cosθs × }

× × {（ - ）× ×（ 1 -

× × }

× ×  { × （ 1  - ）+ ×  cosθs  × }

× × { ×（ 1 - ）+ × × }

× =

× ηg  = × =

）

E = 870.0

E  =
（kVA）G  = 力率  =

（kW）
（PS）

1000.0 0.800
870.0
1183.2

ディーゼル機関（長時間形）自家発電設備の出力

（kW）

様式-1 <最大最終>

1 30.00 30.00 0.00 0.00 0.00 -- 30.00Y単 P-C42 大ﾎｰﾙ舞台系統排煙ﾌｧﾝ

15.00MLO 1 15.00 0.000.00Y 0.00 15.00--単 P-B41 小ﾎｰﾙ舞台系統排煙ﾌｧﾝ

11.00MLO 1 11.00 0.000.00L 0.00 11.00--単 P-B24 小ﾎｰﾙ舞台系統排煙ﾌｧﾝ

F-L 45.00MLO 1 45.00 0.000.00Y 0.00 165.00--A P-CB1 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾎﾟﾝﾌﾟ

F-L 15.00MLO 1 15.00 0.000.00Y 0.00 ---A P-CB1 屋外消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ

F-L 15.00MLO 1 15.00 0.000.00Y 0.00 ---A P-CB1 屋内消火栓ﾎﾟﾝﾌﾟ

3.70VFO 1 3.70 0.000.00 0.00 3.70--単 P-CB1 加圧ﾎﾟﾝﾌﾟ

F-L 90.00MLO 1 90.00 0.000.00Y 0.00 ---A P-CB2 ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰﾎﾟﾝﾌﾟ

15.00MLO 1 15.00 0.000.00Y 0.00 15.00--単 P-C41-2 大ﾎｰﾙﾎﾜｲｴ系統排煙ﾌｧﾝ

5.50MLO 1 5.50 0.000.00L 0.00 5.50--単 P-C23 楽屋･廊下系統排煙ﾌｧﾝ

P-C32 大ﾎｰﾙ客室系統排煙ﾌｧﾝ単 30.00MLO 1 30.00 0.000.00Y 0.00 30.00--11

9

10

6

8

7

3

5

4

1

2

142.93

71.46

39.29

78.57

-

-

0.00

-

643.18

142.93

71.46

44.54

21.26

29.43

-

-1.55

-

-

187.37

34.67

29.43

44.54

31.83

102.17

0.41

51.14

-

-

-

461.27

51.14

63.67

102.17MLO

23.49

17.41

18.93

-

0.48

-

-

106.16

26.96

18.93

23.49

自 家 発 電 設 備 出 力 計 算 書（非常）

（ただしエレベーター負荷のときは､各式にUv／nを掛けた値とする｡）  グループ欄が"単"の場合は、単機での始動を示す。

算    出

が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

が最大と
なる

選

定

負荷出力合計値 K =

mi=M'3=mi=M'2=mi=M3=mi=M2=

<A>の値 <B>の値 <C>の値 <D>の値

最大値：A =

最小値：C =
次の値：B =

<A>：=ks／Z'm × mi <D>：=(ks／Z'm×cosθs-d／ηb) × mi<B>：={ks／Z'm-d／(ηb×cosθb)}× mi <C>：={ks／Z'm×cosθs-(ε-a )×d／ηb} × mi

165.00165.00165.00165.00

0.00 0.00 0.00275.20

0.00
0.00
0.00

換算
入出力

負荷機器名称

プ
号

ル
グ

番

-

単相負荷（kW）

kVA
kW R-S

自家発電設備出力計算シート（負荷表）

様式-2 <最大最終>

設
備

防
消

記

号

台

数

出  力
mi(kW)

式

動
方

始

S-T T-R 出力
Mp(kW)

分負荷
相当

<A>

M2の
選定

<B>
選定
M3の

<C>

M'2の
選定

<D>

M'3の
選定

式

御
方

制

件名：四日市市立文化会館

率
要
需

di

四日市市立文化会館

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

E- 008
83/119



（改修）非常用発電機設備
配線系統図

no scale
no scale

フロートスイッチ(2)EM-CEE2sq×4 フロート信号(コモン･ポンプ運転･停止･強制停止) 

燃料小出槽

フロートスイッチ(1)EM-CEE2sq×3 フロート信号(コモン･油面低下･最低油量) 

非常用発電機設備

接地極IV5.5sq　接地　ED（ローリーアース）

給油口ボックス 漏油センサー

地下タンク

油中ポンプEM-CE3.5sq×3 油中ポンプ電源 3Φ220V 1.5KW 

EM-CEE2sq×2 地下タンク漏油信号

液面センサー

フロートセンサー

油中ポンプEM-CE3.5sq×3 油中ポンプ電源 3Φ220V 1.5KW 

EM-CEES1.25sq×3 地下タンク液面計信号 

EM-CEE2sq×2 空転防止フロート信号 

EM-CEE2sq×2 地下タンク漏油警報信号

EM-CEE2sq×2 地下タンク油面低下警報信号

油中ポンプ制御盤

EM-CE2sq×2 液面計電源 1Φ220V 

EM-CEE2sq×2 地下タンク漏油警報信号

EM-CEE2sq×2 地下タンク油面低下警報信号

EM-CE3.5sq×3 ポンプ制御盤電源 GAC3Φ220V 

FPT38sq×3 発電機電源 3Φ6600V 

FP-CEE2sq×10 停電信号・遮断器インターロック信号

EM-IE 38sq　接地　EA

受変電設備

接地端子箱
EM-IE 22sq　接地　ED

非常動力盤

EM-CE3.5sq×3 商用電源 3Φ220V

非常電灯盤

EM-CE2sq×2 補機電源 1Φ220V

中央監視盤

非常動力盤

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

EM-CEE2sq×20 故障信号・状態信号　他

E-
84/119

009



名        称番 号 備      　　 考

3

1

2

ディーゼル発電装置

4

5

燃料小出槽

地下燃料タンク

機器リスト

給油口ボックス

排気管

屋外自立型・SUS製

給油口65A

発電出力1000kVA　／　原動機出力870kW

390L・屋外キュービクル式

18000L・A重油・SF二重殻（埋設）

※　4方向エネルギ―平均
　　機側1m、高さ1.2m　半自由音場下による

250A

85dB（A）仕様

6

名        称番 号 備      　　 考

C

A

B

配管リスト

D

E

F

※　配管支持金物のピッチは、2000以内とする。

燃料入口管

通気管（地下燃料タンク）

燃料返油管

燃料移送管

燃料給油管

通気管（燃料小出槽）

SGP（黒） 25A

SGP（黒） 32A

SGP（黒） 40A

SGP（黒） 25A

SGP（黒） 65A

SGP（黒） 32A

油中ポンプ制御盤 ※　燃料配管施工後、気密試験を行うこと。

（注記）
　・送油管トレンチは建築工事とする。

Ｎ

100

スロープ

DN

UP

道路境界線

駐車場 B

油
水

分
離

槽
点

検
口

油
水

分
離

槽
油

水
分

離
槽

100

4

FDC

FDC

B

5

F D
C

C

B

613453

1
2
5
0
0
0

29080

（改修）非常用発電機設備 1:50
1:100配管平面図（1）

油水分離槽（建築工事）

送油管トレンチ W900

送油管トレンチ W900

注油口囲い W900 新設

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

E- 010
85/119



名        称番 号 備      　　 考

3

1

2

ディーゼル発電装置

4

5

燃料小出槽

地下燃料タンク

機器リスト

給油口ボックス

排気管

屋外自立型・SUS製

給油口65A

発電出力1000kVA　／　原動機出力870kW

390L・屋外キュービクル式

18000L・A重油・SF二重殻（埋設）

※　4方向エネルギ―平均
　　機側1m、高さ1.2m　半自由音場下による

250A

85dB（A）仕様

6

名        称番 号 備      　　 考

C

A

B

配管リスト

D

E

F

※　配管支持金物のピッチは、2000以内とする。

燃料入口管

通気管（地下燃料タンク）

燃料返油管

燃料移送管

燃料給油管

通気管（燃料小出槽）

SGP（黒） 25A

SGP（黒） 32A

SGP（黒） 40A

SGP（黒） 25A

SGP（黒） 65A

SGP（黒） 32A

油中ポンプ制御盤 ※　燃料配管施工後、気密試験を行うこと。

Ｎ

DN

UP

（残置）

ゴミ置場・倉庫

DN

RD75 RD75

排水溝 W300

発電機置場

Y2

Y1

操作面側A

3

1

2

2

FDC FDC

通気口 32A
先端 引火防止金網 40メッシュ付
先端 GL+4m以上立上げ
先端 周囲 1m以内 開口部なし

通気口 32A
先端 引火防止金網 40メッシュ付
先端 GL+4m以上立上げ
先端 周囲 1m以内 開口部なし

▽GL

EPS

2Fへ

詳細参考図

29080

（改修）非常用発電機設備 1:50
1:100配管平面図（2）

配管立上り W1800

ピット
地中梁

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

プルボックス

W=500,
H=500,
D=500
取付

SUS製,WP

011E-
86-119



平面図
1：200
1：400

（改修）非常用発電機設備

1階平面図　　　1/200

（残置）

ゴミ置場・倉庫

EPS 自転車置場

スロープ スロープ

スロープ

ス
ロ
ー

プ

ガバナー室湯沸室

ロッカー室

会館事務室

ホワイエ

ロッカー室

食品庫

控室

レストラン

機械室
厨房防災

センター

男子便所 女子便所

（２）

DN

UP

UP

DN

DN UP

DNDN

SS

ED EV

EV
機械室

DN

X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

Y15

Y13B

Y12B

身障者用
便所 Ｎ

ハト小屋

R745R7
45

R7
98

R7
98

R7
98

R745

R7
45

R7
98

R7
98

R7
98

X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

Y15

Y13B

Y12B

水屋

和会議室

踏込

湯沸室

ホワイエ

第３ホール
ファン
ルーム

男子
便所

女子
便所

機械室（６）

会議室（３）会議室（２）会議室（１）

倉庫
（１）

DN

DN

DN

UP

ED EV

Y15

Y13B

Y12B

X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

機械室

電気室発電機室

クーリングタワー置場

ボンベ
庫

採光室

ファン
ルームＤ

バッテリー
室

AD
AD

AD

屋根2-3

屋根3-11

2階平面図　　　1/200 3階平面図　　　1/200

(新設)

PB333:制御
(新設)

コンクリート製（900□×900H）セパレータ付

発電機警報

<受変電設備>

6.6kV EM-FPT 38sq×3

<自動始動発電機盤>～

(G104)×3(G104)×3
屋内配管屋外配管

(PE104)×3
地中配管ケーブルサイズ

電源

用途・種別

(VE28) (VE28) (VE28)接地（EA,D）
(VE22) (VE22) (VE22)接地（EB）

EM-CEE 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)停電信号（停電でON）

EM-CEE 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)母線連絡遮断器　状態信号（開）

EM-CEE 2sq -3C (G16) (E19) (FEP30)母線連絡遮断器投　入インターロック用

EM-CEE 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)発電機連絡遮断器　連動投入信号（送電中）

EM-CEE 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)電圧確立信号

EM-CE 5.5sq -2C (G22) (E25) (FEP30)DC100V　制御電源

EM-CE 38sq -4C (G54) (E51) (FEP50)3φAC200V　補機電源,接地(ED)

<防災センター監視盤>

EM-CEE 2sq -20C

<自動始動発電機盤>～

(G28) (E31)
屋内配管屋外配管

(FEP30)
地中配管ケーブルサイズ

発電機警報

用途・種別

EM-CEES 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)電流（R相）　0～75A／4～20mA

EM-CEES 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)電圧（R-S相）　0～9000V／4～20mA

EM-CEES 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)有効電力　0～900kW／4～20mA

EM-CEES 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)周波数　55～65Hz／4～20mA

EM-CEES 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)力率　LEAD 0.5～1.0～LAG 0.5／4～12～20mA

EM-CEES 2sq -2C (G16) (E19) (FEP30)発電電力量　10kWh／Pulse

※受変電のグラフィックパネル組込

照明器具(ブラケット)
取外し、再取付

コンセント2P15A×2照明器具(FL40WX1直付)
取外し、再取付

PB333WP:制御
(新設)

名      称記　 号

凡　例

備      考

プルボックス（サイズは図示）

ケーブルラック

立上げ・立下げ

ケーブル保護管

配管配線 天井・壁隠ぺい

配管配線 露出

配管配線　床 

ケーブルころがし配線　天井

配管配線　地中

２．電気設備工事にて必要な壁貫通、貫通処理工事は電気設備工事とする。

注　記

３．区画を貫通する配管は国土交通省大臣認定工法で区画処理を行うこと。

１．二重天井内はケーブルころがし配線とし、
　　ケーブルの立上げ・引下げ部は配管にて保護のこと。

５．現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。

６．地中配管の埋設深さは、GL-1,200とする。

７．地中配管には地中標識及び地中埋設シート（2倍長）を敷設すること。

RP-A31
(既設)

中央監視設備
(既設)

<RP-A31（既存）>

EM-CEE 2sq -20C

<自動始動発電機盤>～

(G28) (E31)
屋内配管屋外配管

(FEP30)
地中配管ケーブルサイズ

発電機警報

用途・種別

<中央監視設備（既存）>

EM-CEE 2sq-2C×3

<自動始動発電機盤>～

(G28) (E31)
屋内配管屋外配管

(FEP30)
地中配管ケーブルサイズ

代表信号

用途・種別

PB333:低圧
PB666:高圧

PB333:制御
PB333:低圧
PB666:高圧

(新設)
PB333:制御
PB333:低圧
PB666:高圧

(新設)
PB333WP:制御
PB333WP:低圧
PB666WP:高圧

(新設)
PB333WP:制御
PB333WP:低圧
PB664WP:高圧

(新設)

(新設)

(新設)

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

更新

PB666WP:高圧
PB333WP:低圧
PB443WP:制御

PB666WP:高圧
PB333WP:低圧
PB443WP:制御

PB666WP:高圧
PB333WP:低圧
PB443WP:制御

４．WP付記プルボックス、屋外配管、屋外ボックスはステンレス製とする。

重耐圧蓋(新設)
Ｒ８Ｋ

機械室外壁貫通
（止水処理含む）

外壁貫通
（止水処理含む）

貫通

貫通

EM-IE 38sq

EM-IE 14sq

傍記：WP は防水型(SUS製)を示す。

地中埋設標（鉄）

012E-
87/119



（改修）電灯幹線設備 no scale
no scale

▽1F

▽2F

▽3F

▽4F

▽5F

L-D11 L-D12 L-C12 L-C11 L-B11 L-B12 L-A11 L-A12

L-D21 L-D22

L-C22 L-C21 L-B21 L-B22 L-A21 L-A22

L-C31

L-A31

L-C32

L-C41

展　示　棟 大ホール 小ホール 管　理　棟

14°

14°

100°×3E14°（75）

FP5.5°ー2C（39）

150°×3E14°（75）

FP5.5°ー2C（39） 150°×3E14°（75）

FP5.5°ー2C（39）

14°

E38

119

118

AL4G

14°

80°×3E14°（63）

FP5.5°ー2C（39）

FP8°ー2C（39）×2

100°×3E14°（63）

FP8°ー2C（39） 22°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（39）

14°

AL3G 111 110 108 109 106 E38

FP8°ー2C（39）×2

60°×3E14°（51）

FP5.5°ー2C（39）

FP5.5°ー2C（39）

30°×3E14°（39）

14°

22°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（31）

30°×3E14°（39）

FP8°ー2C（39）

38°×3E14°（51）

FP5.5°ー2C（39）

111

110

108

E38

FP8°ー2C（39）

E14

109

108

E38

AL2G

107

106

109

108

110

111

FP8°ー2C（39）

AL5G

AL6G

Z

1005.5°×2（25）

30°×2（39）

38°×3E14°（51）

FP8°ー2C（39）

AL4G

117

116

104

E38

FP5.5°ー2C（39）

AL4G

117

116

E38

38°×3E14°（51）

FP5.5°ー2C（39）
22°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（39）

CV150°×3（82）

CV100°×3（70）

FP8°×2（36）

E38°×1（22）

14°×5E14°（31）

FP5.5°ー2C（39）30°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（39）

14°
14°

14° 14°

5.5°×3E5.5°（25）

FP5.5°ー2C（39）AL7G

103

E38 102 AL1G 101 104 116 117 AL4G 105

E38

102

AL1G

101

104

116

117

AL4G

110 108 109 106 107 AL2G E38113 112 111

FP22°ー2C（51）

E38 119 118 AL4G

14°×3E14°（31）

FP8°ー2C（39）

14°

106

107

AL2G

E38

AL5G

AL6G

Z

100

114

113

112

111

110

108

109

119

118

AL4G

AL3G

115

負荷記号 負荷名称 配管サイズ 配管 備　考 負荷記号 負荷名称 配管サイズ 配管 備　考

101 L-A11 38°×3 （39）

102 L-A21 30°×3 （39）

103 L-A31 5.5°×3（25）

104 L-A12 22°×3 （31）

105 L-A22 14°×3 （31）

106 L-B11 22°×3 （31）

107 L-B21 22°×3 （31）

108 L-B12 60°×3 （51）

109 L-B22 30°×3 （39）

110 L-C12 80°×3 （51）

111 L-C22 38°×3 （39）

112 L-C11 100°×3（63）

113 L-C21 30°×3 （39）

114 L-C31 38°×3 （39）

115 L-C41 14°×3 （25）

116 L-D11 100°×3（63）

117 L-D21 150°×3（75）

118 L-D12 60°×3 （51）

119 L-D22 150°×3（75）

E38 E 38°×1 （25）

E14 E 14°×1 （25）

AL1G A棟 FP14°-2C（39）

B棟 （51）

C棟 （51）

D棟 （39）

大ホール （51）

小ホール （51）

L-A31 （39）

AL2G

AL3G

AL4G

AL5G

AL6G

AL7G

FP22°-2C

FP30°-2C

FP8°-2C

FP22°-2C

FP22°-2C

FP5.5°-2C

▽RF

E38

AL4G

101

104

116

117

FP5.5°ー2C（39）

109

60°×3E14°（63）

FP5.5°ー2C（39）

L-DWC1

系統図

101a

118a

L-AWC1

L-DWC1

（54）CET38°

（39）CE8°-3C

118a

E8°

E5.5°

工事概要

　・WC改修に伴う電源追加のため、幹線及び盤の新設を行う

L-AWC1

5.5°

101a

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

101E-
88/119



詳細図参照

L-AWC1（新設）

詳細図

T-A12

詳細図
以降、

参照

EPS

ｺﾞﾐ置場・倉庫

× 2C41W

ゴミ置場・倉庫

自転車置場 自転車置場

× 6き

ボックス内で既存ケーブルと接続

呼出表示器（新設）

X14X13 X15 X16 X17

キープランN/S

Ｅ
Ｄ

DN UP

DN

DN

UP

DN

AD

DN

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。
点線の器具は既存を示す。

（注記）
１．
２．

電灯分電盤

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

新設盤用幹線の分岐は、盤内かPBを新設して分岐すること。3．

弱電端子盤

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

露出配線

WP

WP

照明器具

照明器具　ブラケット

スイッチ　防水型

壁付コンセント　防水型

WP

公共型番：FSS1MP/RP-4-64

直付天井灯 防水型C41W

 光  源 ：LED

消費電力：43.1W

 光束値 ：3,200lm

 色温度 ：5,000K

Panasonic：NNFS41810C-LE9 相当品

三菱： ー

シーリングライト　防雨型き

 色温度 ：5,000K

 光束値 ：2980lm

 光  源 ：LED

消費電力：27.0W

 熱線センサ・EEセンサ付（ON/OFF）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　（Ｇ２２）

ＤＮ

ガバナー室

切
符

売
場

切符売場

倉庫

ロッカー室

会館事務室

ホワイエ

食品庫

控室

エントランスホール

レストラン

機械室
厨房

風除室

主催者事務室

湯沸

Ｅ
Ｄ

倉庫
（２）

自販機
コーナー

防災
センター

男子便所

機械室
（２）

第４展示室

男子
便所2

コーナー

女子
便所2

DN

UP

UP

DN

DN UP

UP

UP

DN

UP
AD

ED EV

EV
機械室

DN

ED

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 3000

6
5
0
0

3
5
0
0

7
5
0
0

8
0
0
0

X10 X11 X12 X18 X19 X20

Y15

Y13B

Y12B

MI

MH

MG

主催者
事務室

身障者用
便所

EV2

X9

1/100
1/2001階　平面図（１）

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

ロッカー室

湯沸室

以降、
参照

女子便所

多目的便所

壁貫通処理

壁貫通処理

東芝： ＬＥＤＢ－４０９５１ＹＮ－ＬＤ９

プルボックス　防水型(SUS製)

PB332WP

更新

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　２種

AE1.2-4C

（改修）電灯・誘導支援設備・自動火災報知設備

102E-
89/119



凡　　例

詳細図参照
詳細図
以降、

参照

L-D12L-DWC1

（新設）

T-D12

詳細図
以降、

既存配線流用
（トイレ呼出用）

キープランN/S

Ｅ
Ｄ

DN UP

DN

DN

UP

DN

AD

DN

ＤＮ

ゴミ
置場

切
符

売
場

清掃員
控室

湯沸室

切符売場

荷扱室 収蔵庫

ホワイエ

風除室

主催者事務室

湯沸

受水槽置場

ＰＳ

Ｅ
Ｄ

倉庫
（２）

廊下
（１）

機械室
（１）

倉庫
（１）

廊下
（１）

自販機
コーナー

機械室
（３）

廊下
（４）

第２展示室

自販機
コーナー

第４展示室

第３展示室

第４ホール

男子
便所2

女子
便所2

UP

UP

UP

UP

UP
DN

AD

AD

UP

DN

EV
機械室

EV

ED

AD

AD

AD

7000 6500 6500 2000 7000 3000 6000 6000 6000 6000 6000

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
5
0
0

3
5
0
0

M8M7M5M4M3M2M1X12AX11AX10AX9A M6

MI

MH

MG

MF

ME

MD

MB

MA

主催者
事務室

身障者用
便所

EV2

男子
便所1

女子
便所1

倉庫

授乳室

コイン
ロッカー

置場

EV

多目的便所

男子便所

参照
女子便所

1/100
1/2001階　平面図（2）

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

（改修）電灯・誘導支援設備・自動火災報知設備

EM-AE1.2-4CEM-AE1.2-4C(MMA)

更新

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。
点線の器具は既存を示す。

（注記）
１．
２．

新設盤用幹線の分岐は、盤内かPBを新設して分岐すること。3．

電灯分電盤

備　　考名　　　　　称記　　号

弱電端子盤

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

露出配線

WP

WP

照明器具

照明器具　ブラケット

スイッチ　防水型

壁付コンセント　防水型

プルボックス　防水型WP

6
0
0
0

6
0
0
0

MC

差動式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　２種

103E-
90/119



DN

発電機置場

WP WP

発電機置場

× 4ｇ

階段

× 1か

PB221WP

発電機盤
X14 X15 X16 X17

キープランN/S

DN

DN

UP

Panasonic：NNFS21812C-LE9 相当品

三菱： ー

東芝： ー

ウォールライト　防雨型か

 色温度 ：5,000K
 光束値 ：1470lm

 光  源 ：LED
消費電力：14.9W

 熱線センサ・EEセンサ付（ON/OFF）

ｇ 投光器　防雨型

公共型番：LPJ1N-500

 色温度 ：5,000K
 本　体 ：アルミ

 光束値 ：60,000lm

 パネル ：ポリカーボネート 透明
 アーム ：鋼材 溶融亜鉛メッキ
ハンドル：ステンレス
落下防止ワイヤー付き

 光  源 ：LED
消費電力：506W

エントランスホール吹抜

水屋

和会議室

踏込

湯沸室

ホワイエ

女子
便所

男子
便所

第３ホール
ファン
ルーム

機械室（６）

会議室（３）会議室（２）会議室（１）

倉庫
（１）

DN

DN

DN

DN

DN

UP

UP

AD

AD

ED EV

EV2

7
5
0
0

8
0
0
0

Y15

Y13B

Y12B

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 3000

X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

男子
便所

女子
便所

EM-CET38□(G54)

1/100
1/200

（改修）電灯・誘導支援設備
2階　平面図

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。
点線の器具は既存を示す。

（注記）
１．
２．

電灯分電盤

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

新設盤用幹線の分岐は、盤内かPBを新設して分岐すること。3．

弱電端子盤

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

露出配線

WP

WP

照明器具

照明器具　ブラケット

スイッチ　防水型

壁付コンセント　防水型

WP

1P15A×1

2P15AE×2 ET付

EM-EEF 2.0-2C (G16)

EM-EEF 2.0-3C (G22)

EM-EEF 2.0-2C×2 (G28)

プルボックス　防水型(SUS製)

104E-
91/119



キープランN/S

1/100
1/200

105
（改修）電灯・誘導支援設備

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。
点線の器具は既存を示す。

（注記）
１．
２．

電灯分電盤

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

新設盤用幹線の分岐は、盤内かPBを新設して分岐すること。3．

弱電端子盤

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

露出配線

WP

WP

照明器具

照明器具　ブラケット

スイッチ　防水型

壁付コンセント　防水型

WP

機械室

電気室発電機室

エントランスホール屋根

天井裏

クーリングタワー置場

ボンベ
庫

採光室

ファン
ルームＤ

バッテリー
室

DN

DN

AD
AD

AD

AD

屋根2-3

屋根3-11

屋根3-10

屋根8

6
5
0
0

3
5
0
0

7
5
0
0

8
0
0
0

Y15

Y13B

Y12B

MI

MH

MG

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 3000

X9 X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

DN

DN

3階　平面図

壁貫通処理

壁貫通処理

EM-CET38□(E51)

PB332WP

プルボックス　防水型(SUS製)

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

E-105
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X14

X14

会議管理棟１階　改修前（撤去）電灯コンセント設備平面詳細図　1/50

会議管理棟１階　改修後（新設）電灯設備平面詳細図　1/50

ホワイエ

湯沸室

男子便所

ロッカー室

ホワイエ

機械室

女子便所

身障者用便所

女子便所

前室1

前室2

機械室

前室1

M-WC1

ロッカー室

F-WC1

F-WC2

M-WC2
前室2

男子便所

湯沸室

H-WC1

2,210 2,165 2,055 2,460

4,375 3,830
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1
8
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1
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4
9
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5
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X13 X15
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4,375 3,830
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5
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2
,
1
8
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1
,
4
9
0

2,210

400 800 800 45040 1,635 1,310 40 1,290 40 900

M4M3

MC

M4

MC

M3

M3

展示室棟１階　改修前（撤去）電灯コンセント設備平面詳細図　1/50

展示室棟１階　改修後（新設）電灯設備平面詳細図　1/50

男子便所

身障者用便所

女子便所

M-WC
F-WC

前室

前室

H-WC

6,000 3,700

2,310 2903,400
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改修範囲内

改修範囲外

改修範囲内

改修範囲外

700×700550×550

M3

便所

× 3N100

× 2E21

身障者用便所

× 1N100

× 1E41

× 1N100

× 1C22

湯沸室

× 1D21

× 1N100× 1I15

× 1E41

× 2C21

男子便所

× 2C21

便所

× 2N100

女子便所

× 2C21

× 1E41 × 1E41

既存利用

既存利用

既存利用

既存利用

既存利用

M-WC2

× 1N50

× 2N100

H-WC1

× 2N100

F-WC1

× 3N50

× 3N100

湯沸室

× 1D21

M-WC1

× 2N100× 1I15

× 3N50

S S

S

S

S
S

S S

S

S

S
S

S S

S

SS

S

S

S S S
S

M-WC

× 5N50

H-WC

× 2N100

F-WC

× 2N100

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

ジャンクションボックス

1P15Ax1タンブラスイッチ

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

1：50
1：100

S

F-WC2

× 1N50

× 2N100

前室2

× 1N100

前室1

× 3N100

S

前室

× 1N100

× 4N50

× 3N100

棚下灯 FL15WI15

 本　体 ：SPCメラミン焼付仕上

N100 ダウンライト IL100W

 本　体 ：SPCメラミン焼付仕上
　　　　　BSPホワイトブロンズ仕上
 その他 ：放熱口付

改修後

改修前

既存ケーブルを切断する。

既存ケーブルを切断する。

既存利用

コンセント撤去

自動水栓電源撤去

※配線残置とする。
　分電盤側を切離し、
　配線は端末処理を行う。

コンセント 2P15AEx1 ET付

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

女子便所 男子便所

新設BOX内で既存ケーブルと接続する。

新設BOX内で既存ケーブルと接続する。

（改修）電灯設備
機器姿図・1階　平面詳細図

自動ドア用電源

照明器具、配線器具及び配管配線を撤去とする。

１．
ＩＶ２.０×３　（ＰＦ２２）

２．
点線は既存を示す。３．

配線の立ち下げは下記のとおりとする。

隠蔽部：PF管

露出部：ﾒﾀﾙﾓｰﾙ

４．
（注記）

特記なき配管配線は下記とする。

特記なき配管配線は下記とする。
（注記）
１．

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ （ＰＦ２２）
配線の立ち下げは下記のとおりとする。

隠蔽部：PF管

露出部：ﾒﾀﾙﾓｰﾙ

４．

自動ドア用電源

２．現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－２Ｃ×２ （ＭＭＡ）

RA
RA

RA

RA

RA
RA

RA

RA

コンセント撤去
2P15AEx2

2P15AEx2
撤去・更新
コンセント

ダウンライト LED11.6WN100

ダウンライト LED7.0WN50

 色温度 ：5,000K
 　枠　 ：鋼板 ホワイトつや消仕上
 埋込穴 ：φ１５０

光束値【N100】：1,695lm
光束値【N50】：1,040lm

【N50】公共型番：LRS1-08

【N100】公共型番：LRS1-13

ブラケット LED12WI15

 光束値 ：980lm
 色温度 ：5,000K
 カバー ：プラスチック 乳白
 その他 ：プルスイッチ付

Panasonic：LGB52095-LE1 相当品

三菱：-

東芝：LEDB83124

D21 直付天井灯 LED20.6W

【D21】公共型番：LSS9-4-30

　光束値【D21】：3,200lm
 色温度 ：5,000K
 本　体 ：鋼板 白色粉体塗装
 カバー ：ポリカーボネート 乳白

C22 下面開放形灯 FL20W×2

【C21】公共型番：FRS3-201

C21 下面開放形灯 FL20W

 本　体 ：SPCメラミン焼付仕上
 反射板 ：SPCメラミン焼付仕上

逆富士形灯 FL20WD21

 本　体 ：SPCメラミン焼付仕上
 反射板 ：SPCメラミン焼付仕上

直付灯 FL20WE21

 本　体 ：SPCメラミン焼付仕上

【C22】公共型番：FRS3-202

【D21】公共型番：FSS4-201

直付灯 FL40WE41

 反射板 ：SPCメラミン焼付仕上

【E41】公共型番：FSS1-401

【E21】公共型番：FSS1-201

Y13B
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,
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7
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,
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,
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5
0

Y15

8
,
0
0
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Y13B

9
8
5

1
,
8
1
0

2
7
5

1
,
4
8
5

1
,
3
1
0

3
,
0
5
0

Y15

8
,
0
0
0

× 1N100

K-WC

×

厨房便所

1N100

厨房便所

ジャンクションボックス

1P15Ax1タンブラスイッチ

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

S 子機熱線センサー人感スイッチ

S 熱線センサー人感スイッチ 親機 広角検知

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

人感ｾﾝｻｰ切替ｽｲｯﾁ (ON-OFF-自動)RA

106E-
93/119



WC

4

2

A1  1:50
A3  1:100

（撤去）

撤去図 会議管理棟　2階 便所平面詳細図

会議管理棟　2階 男子便所9 女子便所11 平面詳細図（電灯設備）改修図

男子便所
女子便所

6000

4
4
7
0

2
0
5
0

男子便所9

女子便所11

6000

4
4
7
0

2
0
5
0

会議管理棟　2階 男子便所9 女子便所11 平面詳細図（コンセント設備）改修図

4

21

Ｉ

新設凡例

注記）　１．特記無き配管配線は下記による

撤去を示す

切断を示す

２．０×２（１９）

注記）　１．特記無き配管配線は下記による

　　　　２．特記無き天井内はコロガシ配線とする

凡例

履歴 製作日

ファイル名

代表設計者

図面名称

業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号

植野　收

一級建築士

登録第128269号

管理建築士完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

Ishimoto Architectural & Engineering Firm, Inc.

Design

2017.03.21
日付 106745-02

一級建築士大臣登録第128065号
舟橋充男

法適合確認欄法適合確認欄

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号
設備設計一級建築士

ver.20160401

設計者
國光和正

一級建築士大臣登録第265401号

コンセント（２Ｐ１５Ａ×２Ｅ付）

X16 X17

Y13B

X16 X17

Y13B

下面開放型FL20W×1

埋込ﾙｰﾊﾞ付FL40W×1

ダウンライトIL100W 5

文化会館改修工事

3

（改修）電灯設備
機器姿図・2階　平面詳細図

女子便所11

6000

4
4
7
0

2
0
5
0

S

S

男子便所9

Ｉ

S

S

S

S

RA

RA

S

S

X16 X17

Y13B

★

S

S

【N50】公共型番：LRS1-08

【N100】公共型番：LRS1-13

光束値【N50】：1,040lm

光束値【N100】：1,695lm

 色温度 ：5,000K

 　枠　 ：鋼板 ホワイトつや消仕上
 埋込穴 ：φ１５０

Ｎ５０

Ｎ１００

ダウンライト　LED7.0W

ダウンライト　LED11.6W

ＦＣＰＥＥ０．９－２Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２（１ＣＥ）

アウトレットボックス（四角中浅）

RA 人感センサー切換スイッチ（ＯＮーＯＦＦー自動）Ｈ：１８００に取付

S 人感センサー（子機）

※鏡位置の□は照明付鏡への電源供給用とする

コンセント（２Ｐ１５Ａ×２ＥＥＴ）

人感センサー（親機）　広角検知S

　　　　３．便所からＥＰＳへ配線用の区画貫通処理を見込むこと（各部屋１箇所）

　　　　４．配線の立ち下げは下記のとおりとする。

新設を示す

既設を示す

既設への接続を示す★印

　　　　　　　隠蔽部：PF管

　　　　　　　露出部：ﾒﾀﾙﾓｰﾙ

E-107
94/119



A1  1:200
A3  1:400
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Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

Y11

Y12

Y13

Y14

Y15

79,000

8,000 9,000 9,000 6,000 6,000 6,000 6,000 7,000 7,000 6,500 6,500 2,000

X12AX11AX10AX9AX8X6X5X4X3AX2X1 X7

廊下

舞台上部吹抜

機械室

調光室

調光室

前室

前室

前室

映写室

前室

所作台置場
ファンルーム 機械室

応接室

前室

前室

エントランスホール吹抜

水屋

和会議室

踏込

湯沸室

ホワイエ

バルコニー

第1ホールロビー

更衣室
（４）

機械室
（３）

練習室
（１） 更衣室

（３）

練習室
（２）

練習室
（３）

楽屋
（６）

更衣室
（２）

電話
コーナー

湯沸

男子便所

女子便所

舞台上部吹抜

母子
コーナー

ホワイエ

音響調整室

屋根
屋根

母子
コーナー

女子
便所

男子
便所

男子
便所

女子
便所

母子
コーナー

第３ホール

ファン
ルーム

男子
便所

女子
便所

機械室（６）

会議室（３）会議室（２）会議室（１）

キャノピー

第１ホール客席

第２ホール客席

スロープ

倉庫
（１）

変電室

リハーサル室
（１）

機械室

音響調整室

更衣室（１）

機械室

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

DN

UP

UP

UP

UP

UP

UP

AD

AD

AD

AD

AD

AD

AD

AD

AD

AD

EV

２階平面図　　　1/200

ＬーＡ２１

1 ～

履歴 製作日

ファイル名

代表設計者

図面名称

業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号

植野　收

一級建築士

登録第128269号

管理建築士完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

Ishimoto Architectural & Engineering Firm, Inc.

Design

2017.03.21
日付 106745-02

 

一級建築士大臣登録第128065号
舟橋充男

法適合確認欄法適合確認欄

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号
設備設計一級建築士

ver.20160401

設計者
國光和正

一級建築士大臣登録第265401号

4

ＬーＡＷＣ２ 新設

文化会館改修工事

E-107図　2階_平面詳細参照

既設点検口　４５０×４５０

壁貫通処理
壁貫通処理

ED

EM-CET38□ E5.5(E51)

（改修）幹線設備　自動火災報知設備
２階平面図

EM-AE1.2-4C

差動式スポット型感知器　２種

E-108
95/119



X14

Y13B

会議管理棟１階　改修後（新設）コンセント設備平面詳細図　1/50

ホワイエ

機械室

前室1

ロッカー室

F-WC2

M-WC2
前室2

湯沸室

H-WC1

2,055 2,460

X13 X15
6,000 6,000

4,375 3,830
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,
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Y15
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2,165

2
,
1
8
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1
,
4
9
0

2,210

400 800 800 45040 1,635 1,310 40 1,290 40 900

M4

MC

M3

M3

電灯分電盤結線図

展示室棟１階　改修後（新設）コンセント設備平面詳細図　1/50

M-WC
F-WC

前室

H-WC

6,000 3,700

2,310 2903,400

M5M2

2
,
3
0
0

1
,
4
0
0

MB

3
,
7
0
0

2
9
0

MD

2,880 520

改修範囲内

改修範囲外

K-WC

M-WC1 F-WC1

4

6

ELCB　2P

EET

EET

EET

EET
EET

EET

EET

EET

EET（ｵｽﾄﾒｲﾄ）

EET

（自動水栓）
（自動水栓）

以降、機械室（２）L-AWC1へ
EM-CET38,E8×2
1φ3W 200/100V

ED

負荷名称

洗浄便座/自動水栓

容量AF/AT
ﾌﾞﾚｰｶｰ種類負荷容量

（W）
負荷名称

容量AF/AT
ﾌﾞﾚｰｶｰ種類

600

負荷容量
（W）

3

5

7

1

4

6

2

番号 番号

主幹

F-WC1
320

洗浄便座
F-WC1

洗浄便座/FV/自動水栓
M-WC1

380
H-WC1

300

オストメイト
H-WC1

600
洗浄便座

洗浄便座
300

EET EET

EET EET

（ｵｽﾄﾒｲﾄ）

EET

EET

EET EET EET EET

以降、機械室L-DWC1へ

（自動水栓） （自動水栓）

1

2

3

4

5 6

1

23

4

5

6

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

特記なき配管配線は下記とする。
（注記）
１．

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ （ＰＦ２２）
２．

ジャンクションボックス

2P15Ax2，EETコンセント

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

EET

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

特記なき配管配線は下記とする。
（注記）
１．

ＥＭ－ＥＥＦ２.０－３Ｃ （ＰＦ２２）
２．

ジャンクションボックス

2P15Ax2，EETコンセント

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

EET

（改修）コンセント設備 1：50
1：1001階 平面詳細図

Ｌ－ＡＷＣ１
（新設） 鋼板製壁掛型、ED・ELCB接地端子付

予備F-WC2
9 10

8 1000

1000

M-WC1
ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ

ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ

MCCB　3P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

100/50

EM-CE8-3C,E5.5×2
1φ3W 200/100V

ED

負荷名称
容量AF/AT
ﾌﾞﾚｰｶｰ種類負荷容量

（W）
負荷名称

容量AF/AT
ﾌﾞﾚｰｶｰ種類 負荷容量

（W）

3

5

7

1

4

6

8

2

番号 番号

主幹 2,520

F-WC
320

洗浄便座
F-WC

洗浄便座
600

FV/自動水栓
M-WC

100

洗浄便座
H-WC

300
オストメイト
H-WC

600

ELCB　2P

ED

負荷名称
容量AF/AT
ﾌﾞﾚｰｶｰ種類負荷容量

（W）
負荷名称

容量AF/AT
ﾌﾞﾚｰｶｰ種類 負荷容量

（W）

3

5

7

1

4

6

2

番号 番号

主幹

洗浄便座

（新設） 鋼板製壁掛型、ED・ELCB接地端子付

予備
9 10

8

MCCB　3P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

ELCB　2P

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

50/20

100/50

Ｌ－ＡＷＣ２

自動水栓自動水栓
M-WC9 F-WC11

M-WC9
洗浄便座
M-WC9

F-WC11

F-WC11
ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ

1000 1000

1200600

予備予備

予備

300 300

4,400

1φ3W 200/100V
EM-CET14,E5.5×2

Ｌ－ＤＷＣ１
（新設） 鋼板製壁掛型、ED・ELCB接地端子付

予備
9 10

予備

洗浄便座
M-WC2 F-WC2

600

K-WC

5,100

1000 1000

自動水栓
1200

M-WC

M-WC
ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ

F-WC
ﾊﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾔｰ

MCCB　3P
100/50

ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20

ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20
ELCB　2P
50/20

7

貫通処理

8

7

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。

３．配線の立ち下げは下記のとおりとする。

隠蔽部：PF管

露出部：ﾒﾀﾙﾓｰﾙ

隠蔽部：PF管

露出部：ﾒﾀﾙﾓｰﾙ

３．配線の立ち下げは下記のとおりとする。

EET

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 発電機及び発電機架台設置ほか工事 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号

109E-
96/119



四日市市諏訪町１番５号

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号
四日市市都市整備部営繕工務課

設計番号 図 面 番 号担　当　者係 　長課 　長 課長補佐

工 事 設 計 図

図
 
面
 
名

縮
　
　
尺

1：400
（A-2）

文化会館改修工事

作図　令和　6年　9月

8
,
0
0
0

6,000 6,000

機械室

Y15

Y13B

X15 X16 X17

ウ

（非常用照明）

厨房

ウ

ウ

スピーカー（埋込）

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　防水１種　露出

厨房廻り電気詳細図

改修

EM-EEF2.0-2C

照明器具　40W-2　

照明器具　40W-1　

照明器具　40W-2　

実線の機器及び配管・配線は更新とする。

機器に接続されている配線は再取付とする。

点線の機器及び配管・配線は残置とする。

ただし、照明器具は再取付とする。

2P15A×2(抜け止め)
ヌ

ヌ

ヌ

ウ
2P15A×2(埋込)

Ｅ－１１０

９７/１１９



M-WC1

会議管理棟１階　改修後　自動火災報知設備　平面詳細図　1/50 展示室棟１階　改修後　自動火災報知設備　平面詳細図　1/50

会議管理棟２階　改修後　自動火災報知設備　平面詳細図　1/50

男子便所9

女子便所11

6000

4
4
7
0

2
0
5
0

X16 X17

Y13B

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　防水　１種

EM-AE1.2-4C

壁貫通処理

X14

ホワイエ

機械室

前室1

ロッカー室

F-WC1

F-WC2

M-WC2
前室2

湯沸室

H-WC1

2,055 2,460

X13 X15
6,000 6,000

4,375 3,830

2
,
4
5
0

2,165

2
,
1
8
0

1
,
4
9
0

2,210

400 800 800 45040 1,635 1,310 40 1,290 40 900

Y13B

9
8
5

1
,
8
1
0

2
7
5

1
,
4
8
5

1
,
3
1
0

3
,
0
5
0

Y15

8
,
0
0
0

M4M3

M3

M-WC

前室

H-WC

6,000 3,700

2,310 2903,400

M5M2

2
,
3
0
0

1
,
4
0
0

MB

3
,
7
0
0

2
9
0

MD

2,880 520

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　防水　１種 定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　防水　１種

EM-AE1.2-4C

F-WC
EM-AE1.2-4C

文化会館改修工事 工 事 設 計 図

図
 
面
 
名

縮
　
　
尺

設計番号 課 　長 課長補佐 係 　長 担　当　者 図 面 番 号
1：400

（A-2）既存

作図　令和　6年　9月

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号
四日市市都市整備部営繕工務課

四日市市諏訪町１番５号

（改修）自動火災報知設備　詳細図

Ｅ－１１１

９８/１１９



X14

Y13B

会議管理棟１階　改修後（新設）誘導支援設備平面詳細図　1/50

ホワイエ

機械室

前室1

M-WC1

ロッカー室

F-WC1

F-WC2

M-WC2
前室2

湯沸室

H-WC1

2,055 2,460

X13 X15
6,000 6,000

4,375 3,830

9
8
5

1
,
8
1
0

2
7
5

1
,
4
8
5

1
,
3
1
0

3
,
0
5
0

Y15

8
,
0
0
0

2
,
4
5
0

2,165

2
,
1
8
0

1
,
4
9
0

2,210

400 800 800 45040 1,635 1,310 40 1,290 40 900

M4

MC

M3

M3

トイレ呼出設備　機器姿図（参考）

展示室棟１階　改修後（新設）誘導支援設備平面詳細図　1/50

M-WC
F-WC

前室

H-WC

6,000 3,700

2,310 2903,400

M5M2

2
,
3
0
0

1
,
4
0
0

MB

3
,
7
0
0

2
9
0

MD

2,880 520

改修範囲内

改修範囲外

展示室棟１階　改修前（撤去）誘導支援設備平面詳細図　1/50

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

特記なき配管配線は下記とする。
（注記）
１．

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ （ＰＦ１６）
２．

呼出釦（ひも付）

復旧釦

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

N

N

既存配線とBOX内にて接続

N

N

N

廊下表示灯

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

特記なき配管配線は下記とする。
（注記）
１．

ＥＭ－ＡＥ１．２－３Ｃ （ＰＦ１６）
２．

呼出釦（ひも付）

復旧釦

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

N

廊下表示灯

（改修）誘導支援設備 1：50
1：100機器姿図・1階　平面詳細図

M4M3

MC

男子便所

身障者用便所

女子便所

前室

6,000 3,700

2,310 2903,400

M5M2

2
,
3
0
0

1
,
4
0
0

3
,
7
0
0

2
9
0

MD

MB

2,880 520

改修範囲内

改修範囲外

700×700550×550

M3

N

×の付いた器具及び配管配線を撤去とする。

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

特記なき配管配線は下記とする。
（注記）
１．

ＡＥ１．２－２Ｃ
２．

呼出釦

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

N

廊下表示灯

呼出ボタン(引きひも付)

壁埋込型(JIS1個用スイッチボックス)

備　　考

形　　状
材　　質 自己消火性樹脂

引きひも式、押ボタン式両用

呼出

70

12
0

11

廊下表示灯

天井・壁埋込型(JIS2個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ)形　　状

材　　質
プレート：自己消火性樹脂
ランプカバー：ポリカーボネート

116

12
0

21.5

ブザー付備　　考

復旧ボタン

壁埋込型（JIS1個用スイッチボックス）
樹脂

形　　状
材　　質

70

12
0

13

非防水形備　　考

Ｎ

配線は一部既存利用とする。改修範囲内は新設とする。
（注記）
１．

表示器更新時は防災センターの総合盤加工を含むこと。２．
表示器は５窓、壁埋込型とする。３．

呼出表示器(5窓用)

AC100V　50/60Hz (内部電源DC12V)
組込型(EIA規格ラック)
SPCC t1.2(パネル部はt1.6)
5窓

形    状
材    質

電源電圧

窓    数

480 1.6 111.2

26
6

既存配線とBOX内にて接続

表示器設置に伴う既存総合盤の開口加工を含むこと。4．

X14

Y13B

会議管理棟１階　改修前（撤去）誘導支援設備平面詳細図　1/50

2,055 2,460

X13 X15
6,000 6,000

4,375 3,830

9
8
5

1
,
8
1
0

2
7
5

1
,
4
8
5

1
,
3
1
0

3
,
0
5
0

Y15

8
,
0
0
0

2
,
4
5
0

2,165

2
,
1
8
0

1
,
4
9
0

2,210

400 800 800 45040 1,635 1,310 40 1,290 40 900

凡　　例

×の付いた器具及び配管配線を撤去とする。

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

特記なき配管配線は下記とする。
（注記）
１．

ＡＥ１．２－２Ｃ
２．

呼出釦

備　　考名　　　　　称記　　号

N

廊下表示灯

湯沸室

男子便所

ホワイエ

女子便所

身障者用便所

女子便所

前室1

男子便所

前室2

ロッカー室 機械室

N

既存配線接続箇所まで撤去

既存配線接続箇所まで撤去

表示器更新後、試験調整を行うこと。5．

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

E- 201
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V

AOCR

GR

AOCR A TD

3
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7

3
0
4

3
0
3

3
0
2

3
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3
1
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3
2
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3
1
7

3
1
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3
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5

3
2
1

3
3
0

3
2
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3
2
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3
2
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V

AOCR

GR

3
0
9

3
0
6

3
0
5

3
0
1

3
1
1

3
1
2

3
1
9

3
1
8

3
1
4

3
1
3
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2
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6

3
2
4

V

AOCR

GR

1
1
1

1
0
9

1
0
8

1
0
6

1
1
4

1
1
5

1
1
9

1
1
8

1
1
7

1
1
6

4 5

1
2
5

1
2
4

1
2
3

V

AOCR

GR

1
0
4

1
0
3

1
0
2

1
0
1

1
0
5

1
0
7

1

1
1
3

1
1
2

1
1
0

2 3

C

1
2
2

1
2
1

1
2
0

V

AOCR

GR

AOCR A TD AOCR A TD

V

AOCR

GR

大
ホ
ー
ル
用

500KVA
TR3φ　4W

(油入自冷式）

6600/173-100V

MCB4P2000A

CT×2

V

AOCR

GR

小
ホ
ー
ル
用

300KVA
TR3φ　4W

(油入自冷式）

6600/173-100V

MCB4P1000A

CT×2

3.　力率制御器組込

4.　変換器組込

5.　リフター2台納入

6.　各変圧器設置は防振ゴム付とする

7.　二次変電所設置の閉鎖型装置の内側にグラスウール20ｔ

2.　デマンド警報及び8ポイント操作器組込

１．閉鎖型仕様　TEM　E級

　　ネット押えを設ける

8.　バスダクト接続はフレキシブル継手使用の事

9.　接地は電気設備技術基準により施工の事

仕　　様

CT×2CT×2CT×2CT×2

300KVA
TR1φ　3W

(油入自冷式）

6600/200-100V

CT×2

300KVA
TR1φ　3W

(油入自冷式）

6600/200-100V
300KVA
TR3φ　3W

(油入自冷式）

6600/200V
300KVA
TR3φ　3W

(油入自冷式）

6600/200V
300KVA
TR3φ　3W

(油入自冷式）

6600/440V

100A
LBS 7.2KV

100A
LBS 7.2KV

100A
LBS 7.2KV

100A
LBS 7.2KV

100A
LBS 7.2KV

CT×2 CT×2 CT×2

トリップ表示 トリップ表示 トリップ表示

600A　12.5KA
OCB　7.2KV

（電磁）
600A　12.5KA
OCB　7.2KV

（電磁）
600A　12.5KA
OCB　7.2KV

（電磁）

AOCR A TD

トリップ表示

600A　12.5KA
OCB　7.2KV

（方向性）（電磁）

GR

AOCR A TD

トリップ表示

600A　12.5KA
OCB　7.2KV

（電磁）

CT×2

100A
LBS 7.2KV

100A
LBS 7.2KV

SC3φ　200KVA
SC.I　3φ
SC3φ　200KVA

100KVA

SC3φ　200KVA

大東電機
S59.11.5取替

SR.I
12KVA

6KVA

12KVA 12KVA

PF 20A 40KA PF 20A 40KA PF 20A 40KA

ACG

A

V F

ELB

ENG

ECB 3P600A

3φ3W60Hz440V 500KVA以上
非常用発電機

（電磁）
VCS7.2KV

（電磁）
VCS7.2KV

（電磁）
VCS7.2KV

V

AOCRCT×2

75KVA
TR3φ　3W

440/200V

A
P
1
G

3
2
2

87

A
P
2
G

B
G

V

AOCR
CT×2

30KVA
TR1φ　2W

440/100V

ca

スコット

150A
ECB 3P225AF

50A
ECB 3P50AF

V

AOCR

ｂ

CT×2

3P800A

ES3

4MF（カバー付）

AP4G

AP5G

AP6G

AP7G

AP3G

AP8G

AP9G

AP10G

11

12

6KV CV38°-3C

GR C

E.1

MOF DM

3φ3W6600V60Hz

AOCR A TD

（インスタント）

PFKWWHM

DM

C PF

P P

V V TD

F PT×2

デマンド警報

トリップ表示

E.1

LA×3

8.4KV

7.2KV
OCB

600A
12.5KA
（電磁）
CT×2

VS

AS

6KV CV60°-3C

7.2KV400A
DS-3

200A
7.2KV

（方向性）

密閉型気中開閉器

L M K J H I

S58.8.22施工　大東電機

200°
PA-32

MCB400AF
　　 300AT

××

no scale
no scale

（既存）受変電設備
単線結線図

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

EK- 001
100/119



発電機室

X11

6000

X12

Y12B

Y13B

7
5
0
0

7500

Y12B Y13B

3
7
0
0

6
0
0

発電機室

（撤去）非常用発電機設備 no scale
no scale

定格出力 500KVA以上

0.8遅れ

3相

力率

相数

形式

自家発電設備工事

配管系統図

電圧

極数

周波数

励磁方式

自励開放保護形

440V

4~6極

60Hz

ブラシレス交流励磁

出力 600PS以上/1,200~1,800rpm

6シリンダー数

始動方式

形式

冷却方式

燃料

燃料タンク

冷却水タンク

4サイクル水冷直列直接噴射式

冷却水通水式

ディーゼル軽油・A重油

490L 鋼板製（別置架台、ウイングポンプ付）

500L 鋼板製（別置架台、ボールタップ付）

セルモータ・圧縮空気に依る自動式

自動始動発電機盤 屋内鋼板製閉鎖鉛蓄電池　1面

始動用直流電源盤 屋内鋼板製閉鎖鉛蓄電池　1面

高率放電形密閉鉛蓄電池

容量　HS300（DC24Vー300Ah）

発電機付属品 各社標準品　　　　　　　1式

機関付属品 各社標準品　　　　　　　1式

その他 各社標準品　　　　　　　1式

形式 単純開放サイクル一軸式、単純開放サイクル一軸形、単純開放一軸式

圧縮機

燃焼器

2段遠心機、軸流5段＋ラジアル1段、遠心圧縮機

単筒缶形、単筒式、缶形、筒形燃焼器

タービン 3段軸流、単純開放サイクル一軸式、軸流2段

減速機 平行歯車式、平行軸式2段減速、2段減速平歯車、遊星歯車

ガバナー 電気油圧式、機械油圧式、油圧機械式

交
　
流
　
発
　
電
　
機

デ
　
ィ
　ー

　
ゼ
　
ル
　
機
　
関

ガ
ス
ター

ビ
ン

構
　
造

冷却水管　　SGP（白）　　JISG3452

燃料管　　　SGP（黒）　　JISG3452

排気管　　　SGP（黒）　　JISG3452

エアー配管　STPG（黒）  JISG3454

潤滑油配管　STPG（黒）  JISG3454

490L燃料タンク

500L冷却水タンク

冷却水自動温調弁

20A

断水警報

先端逆火防止金網付

エアー抜管

排気消音器

ACG

ENG

50A

検水器

給水50A

液面低下警報

65A
15A

25A

50A

50A

200A

200A（断熱仕上）

排水65A

別途

別途

フレキ　200A

32A

20A

20A

逆止弁

※機器仕様は参考としメーカー間の多少の相違については
　差し支えないものとし詳細は承認決定する。

G
AC
EX

V

A

VS

AS

WWH PF

F

MCB4P

EF

800/800

ENG

3φ　60Hz　440V
500KVA以上

単線結線図

ブラシレス他励式

静止励磁装置

引きし用端子

（撤去）490L 燃料タンク

500L冷却水タンク

（撤去）自動始動発電機盤

ENG

490L燃料タンク

消音器

　支持用Ｉ形鋼取付　150×150×7×10

※残油処分
※現場裁断、分割搬出

（撤去）500L 冷却水タンク

※残冷却水処分
※現場裁断、分割搬出

※現場分解、分割搬出

（撤去）非常用発電機、鉄骨基礎、サイレンサー

※残油処分
※現場裁断、分割搬出

発電機室内撤去 残置

工事概要及び注記

※　既存発電機及び鉄骨基礎、サイレンサー、自動始動発電機盤、冷却水タンク、

　　燃料タンク、関連配管・配線を撤去する。

※　冷却水タンクの撤去に伴い発生する残冷却水の処分は本工事に見込むこと。

※　燃料タンクの撤去に伴い発生する残油（ディーゼル軽油・A重油）の処分は本工事に見込むこと。

※　撤去に伴い発電機室内にて機器の分解及び解体が発生する場合は本工事での対応とし、

　　必要であれば分割搬出にて撤去すること。

仕様書

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

EK-002
101/119



（既存）電灯幹線設備 no scale
no scale

▽1F

▽2F

▽3F

▽4F

▽5F

L-D11 L-D12 L-C12 L-C11 L-B11 L-B12 L-A11 L-A12

L-D21 L-D22

L-C22 L-C21 L-B21 L-B22 L-A21 L-A22

L-C31

L-A31

L-C32

L-C41

展　示　棟 大ホール 小ホール 管　理　棟

14°

14°

100°×3E14°（75）

FP5.5°ー2C（39）

150°×3E14°（75）

FP5.5°ー2C（39） 150°×3E14°（75）

FP5.5°ー2C（39）

14°

E38

119

118

AL4G

14°

80°×3E14°（63）

FP5.5°ー2C（39）

FP8°ー2C（39）×2

100°×3E14°（63）

FP8°ー2C（39） 22°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（39）

14°

AL3G 111 110 108 109 106 E38

FP8°ー2C（39）×2

60°×3E14°（51）

FP5.5°ー2C（39）

FP5.5°ー2C（39）

30°×3E14°（39）

14°

22°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（31）

30°×3E14°（39）

FP8°ー2C（39）

38°×3E14°（51）

FP5.5°ー2C（39）

111

110

108

E38

FP8°ー2C（39）

E14

109

108

E38

AL2G

107

106

109

108

110

111

FP8°ー2C（39）

AL5G

AL6G

Z

1005.5°×2（25）

30°×2（39）

38°×3E14°（51）

FP8°ー2C（39）

AL4G

117

116

104

E38

FP5.5°ー2C（39）

AL4G

117

116

E38

38°×3E14°（51）

FP5.5°ー2C（39）
22°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（39）

CV150°×3（82）

CV100°×3（70）

FP8°×2（36）

E38°×1（22）

14°×5E14°（31）

FP5.5°ー2C（39）30°×3E14°（39）

FP5.5°ー2C（39）

14°
14°

14° 14°

5.5°×3E5.5°（25）

FP5.5°ー2C（39）AL7G

103

E38 102 AL1G 101 104 116 117 AL4G 105

E38

102

AL1G

101

104

116

117

AL4G

110 108 109 106 107 AL2G E38113 112 111

FP22°ー2C（51）

E38 119 118 AL4G

14°×3E14°（31）

FP8°ー2C（39）

14°

106

107

AL2G

E38

AL5G

AL6G

Z

100

114

113

112

111

110

108

109

119

118

AL4G

AL3G

115

負荷記号 負荷名称 配管サイズ 配管 備　考 負荷記号 負荷名称 配管サイズ 配管 備　考

101 L-A11 38°×3 （39）

102 L-A21 30°×3 （39）

103 L-A31 5.5°×3（25）

104 L-A12 22°×3 （31）

105 L-A22 14°×3 （31）

106 L-B11 22°×3 （31）

107 L-B21 22°×3 （31）

108 L-B12 60°×3 （51）

109 L-B22 30°×3 （39）

110 L-C12 80°×3 （51）

111 L-C22 38°×3 （39）

112 L-C11 100°×3（63）

113 L-C21 30°×3 （39）

114 L-C31 38°×3 （39）

115 L-C41 14°×3 （25）

116 L-D11 100°×3（63）

117 L-D21 150°×3（75）

118 L-D12 60°×3 （51）

119 L-D22 150°×3（75）

E38 E 38°×1 （25）

E14 E 14°×1 （25）

AL1G A棟 FP14°-2C（39）

B棟 （51）

C棟 （51）

D棟 （39）

大ホール （51）

小ホール （51）

L-A31 （39）

AL2G

AL3G

AL4G

AL5G

AL6G

AL7G

FP22°-2C

FP30°-2C

FP8°-2C

FP22°-2C

FP22°-2C

FP5.5°-2C

▽RF

E38

AL4G

101

104

116

117

FP5.5°ー2C（39）

109

60°×3E14°（63）

FP5.5°ー2C（39）

系統図

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

EK-101
102/119



T-A12

詳細図参照

詳細図
以降、

参照

EPS

ゴミ置場・倉庫

自転車置場 自転車置場

× 6き

ｺﾞﾐ置場・倉庫

× 2C41W

キープランN/S

Ｅ
Ｄ

DN UP

DN

DN

UP

DN

AD

DN

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。
点線の器具は既存を示す。

（注記）
１．
２．

端子盤

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

総合盤内のトイレ呼出表示器、更新・加工を行う。3．

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

露出配線

×の付いた器具及び配管配線を撤去とする。4．

照明器具

公共型番：FSS1MP/RP-4-64

直付天井灯 防水型C41W

消費電力：43.1W
 光束値 ：3,200lm
 色温度 ：5,000K

Panasonic：NNFS41810C-LE9 相当品

三菱： ー

東芝： ー

シーリングライト　防雨型き

 色温度 ：5,000K
 光束値 ：2980lm
消費電力：27.0W

 熱線センサ・EEセンサ付（ON/OFF）

ＶＶＦ２．０－３Ｃ　（Ｇ２２）

ＤＮ

ガバナー室湯沸室

切
符
売
場

切符売場

倉庫

ロッカー室

会館事務室

ホワイエ

応接室

食品庫

控室

エントランスホール

レストラン

機械室
厨房

湯沸

Ｅ
Ｄ

自販機
コーナー

防災
センター

男子便所 女子便所

機械室
（２）

コーナー

DN

UP

UP

DN

DN UP

UP

UP

DN

UP
AD

ED EV

EV
機械室

DN

ED

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 3000

6
5
0
0

3
5
0
0

7
5
0
0

8
0
0
0

X10 X11 X12 X13 X14 X15 X16 X17 X18 X19 X20

Y15

Y13B

Y12B

MI

MH

主催者

身障者用
便所

身障者用
便所

EV2

X9

1/100
1/200

（既存）電灯・誘導支援設備
1階　平面図（１）

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

EK- 201
103/119



詳細図参照

詳細図
以降、

参照

T-D12

ＤＮ

ゴミ
置場

切
符
売
場

清掃員
控室

湯沸室

切符売場

荷扱室 収蔵庫

ホワイエ

風除室

主催者事務室

湯沸

受水槽置場

ＰＳ

Ｅ
Ｄ

倉庫
（２）

廊下
（１）

機械室
（１）

倉庫
（１）

廊下
（１）

自販機
コーナー

機械室
（３）

廊下
（４）

男子便所
女子便所

第２展示室

自販機
コーナー

第４展示室

第３展示室

第４ホール

男子
便所2

女子
便所2

UP

UP

UP

UP

UP
DN

AD

AD

UP

DN

EV
機械室

EV

ED

AD

AD

AD

7000 6500 6500 2000 7000 3000 6000 6000 6000 6000 6000

6
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6
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6
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0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
0
0
0

6
5
0
0

3
5
0
0

M8M7M5M4M3M2M1X12AX11AX10AX9A M6

MI

MH

MG

MF

ME

MD

MC

MB

MA

主催者
事務室

身障者用
便所

EV2

男子
便所1

女子
便所1

倉庫

授乳室

コイン
ロッカー
置場

EV

Ｅ
Ｄ

DN UP

DN

DN

UP

DN

AD

DN

凡　　例

備　　考名　　　　　称記　　号

現地調査の上、施工図を作成し監督員の承認後、工事を行うこと。
点線の器具は既存を示す。

（注記）
１．
２．

端子盤

総合盤内のトイレ呼出表示器、更新・加工を行う。3．

天井隠蔽配管配線

天井内ころがし配線

露出配線

×の付いた器具及び配管配線を撤去とする。4．

照明器具

1/100
1/200

（既存）電灯・誘導支援設備
1階　平面図（2）

履歴

図面名称

業務名称
業務契約コード

縮尺

図面番号完成図作成（施工者名）

管理技術者

担当者

日付

A1=
A3=

完成図承諾

監理者

担当者

日付

日付

代表設計者 設計者

柘植 和人・米田 周平
担当者

岡野 俊二

一級建築士

大臣登録 第259976号

管理建築士

製作日

ファイル名

2023.3.31

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

法適合確認欄

証交付番号
本図（仕様書）に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 108188-02

舟橋　充男

一級建築士
大臣登録 第128065号 文化会館改修工事

キープランN/S

EK- 202
104/119



照明器具　40W-2　

四日市市諏訪町１番５号

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号
四日市市都市整備部営繕工務課

設計番号 図 面 番 号担　当　者係 　長課 　長 課長補佐

工 事 設 計 図

図
 
面
 
名

縮
　
　
尺

1：400
（A-2）

文化会館改修工事

作図　令和　6年　9月

8
,
0
0
0

6,000 6,000

機械室

Y15

Y13B

X15 X16 X17

ウ

（非常用照明）

ウ

ロ

2P15A×2(埋込)

2P15A×2(露出)

厨房

ウ ロ

ロ

スピーカー（埋込）

定温式ｽﾎﾟｯﾄ型感知器　防水１種　露出

VVF2.0-2C(VE22)

厨房廻り電気詳細図

既存

照明器具　40W-2　

照明器具　40W-1　
点線の機器及び配管・配線は残置とする。

実線の機器及び配管・配線は撤去とする。

ただし、照明器具は取外しとする。

機器に接続されている配線は取外しとする。

ウ

ＥＫ－２０３

１０５/１１９



四 日 市 市 諏 訪 町 １ 番 ５ 号

１ 級 建 築 士 　 登 録 第 　 　 　 　 　 　 　 号

図面番号設計番号

縮
　
尺

特記仕様書
図
面
名

1:NO

（A2）
M-01

建築機械設備１

　 四 日 市 市 都 市 整 備 部 営 繕 工 務 課

工 事 名

別 表 第 一

消防法施行令
階　数 備　考

建築基準法による

延べ面積（㎡）
建 物 名 称 構　造

工　事　種　別

・　空 気 調 和 設 備

・　換　 気　 設　 備

・　排　 水 　設 　備

・　厨　 房 　設 　備

・　雨 水 利 用 設 備

・　ガ　 ス 　設 　備

・　排 水 処 理 設 備

・　自 動 制 御 設 備

・　排　 煙 　設 　備

・  衛 生 器 具 設 備

・　給　 水 　設 　備

・　給　 湯 　設 　備

・　消　 火 　設 　備

建物別及び屋外

工　事　種　目

冬期

夏期

温度(DB)

 1.2℃

34.7℃ 57.7％

51.8％

28℃

19℃

50％

40％ 24℃

24℃

45％

45％

19℃(参考)

28℃(参考)

40％(参考)

50％(参考)

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)温度(DB)

一般系統(ACP系統)OA系統一 般 系 統

湿度(RH)

（地区名：津）

外　気 屋　　内

冷 却 水

計器取付箇所（○印の箇所）

機器入口側 機器出口側

圧力計 温度計 圧力計 温度計

温度計の種類

冷 水

冷 却 水

冷 温 水

冷 却 水

チャンバ

温 水

冷 温 水

チャンバ

チャンバ

温 水

直たき吸収式

冷 温 水 機

空 気 調 和 機

冷 凍 機
○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

パッケージ形

○

温 風 暖 房 機

温 水 ボ イ ラ

管 寄 せ

空 気 調 和 機

○

機器名

ガード付

Ｌ形又は円形

ガード付

Ｌ形又は円形

ガード付

Ｌ形又は円形

ブルドン管式

ブルドン管式

Ｌ形又は円形

ブルドン管式

Ｌ形又は円形

Ｌ形又は円形

　　取付箇所は前記による。

　　設計用標準水平震度

上層階・ 　　　機　　　器

屋上及び　　　防振支持の機器

塔屋　　　　　 水　槽　類

中間階　　　　防振支持の機器

　　　　　　　 水　槽　類

　　　　　　　 水　槽　類

地階・１階　　防振支持の機器

　 　　　　　　機　　　器

　 　　　　　　機　　　器

設置場所　　　　機器種別

1.5

1.0

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

2.0

2.0

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

1.0

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

1.5

0.6

0.6

0.4

0.6

1.0

0.6

1.0

1.5

1.0

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

・ 特定の施設 ・ 一般の施設

・　撤　 去　 工　 事

・　し 尿 浄 化 槽 設 備

令和6年7月版

３　保温

　　されているものは、証明となる資料等の提出を省略することができる。

設計図

３．工事種目（〇印の付いたものを適用する）

仕様書

Ⅰ．工事概要

２．建物概要

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音

　　　内貼りしたチャンバーには点検口を設け、大きさは図示による。

（３）外壁ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する｡

１　設計用温湿度

２　鋼板製煙道

３　ダクト

４　風量測定口

・
空
気
調
和
設
備（

１）

・
換
気
設
備

６　埋戻し土・盛土

７　運転操作説明板 　　系統図、機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を記載したアクリル樹脂製の板を機

　　械室に設ける。説明板の大きさは、約     ｍ2とする。

８　機材の承諾図 　　機械設備工事機材承諾図様式集（平成25年版）によるほか、監督職員の指示による。

９　総合調整

　　調整項目（測定箇所等は監督職員の指示による。）

５　建設発生土の処理

　　での処理状況が分かる写真を提出すること。また、処分地が民有地の場合、土地所有者

　　からの建設発生土受入承諾書の写しを提出すること。

・  ビニル管

・　長方形風道　・　スパイラルダクト　・　アルミフレキシブルダクト（接続部）

　　取り付け箇所は図示による。

　　空気調和設備の当該項目による。

１　風道種別

２　ダクト

３　風量測定口

４　ダンパー

・　浴室（シャワー室、脱衣室を含む。）系統　　　・ （排気ガス）系統５　　　排気ダクトのシール

・　低圧ダクト（・ コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）

・　高圧１ダクトの適用範囲は図示による。

・　ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

・　厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より１ランク厚いものを使用する。

・　本工事　　　・　　別途

・　埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

・　構外搬出適切処理とする。

　　※建設発生土を搬出する場合は、事前に書面にて処分地の報告(位置図等)を行い、処分地

　　伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

・　低圧ダクト（　・　コーナーボルト工法（長辺の長さが１５００ｍｍ以下の部分）

・　アングルフランジ工法）とする。

・　高圧１ダクトの適用範囲は図示による｡

・　ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様及び適用範囲は図示による。

　　取り付け箇所は図示による。
16項イ

改修　一式

改修　一式

改修　一式

改修　一式

改修　一式

　　地中埋設管まわりは山砂の類とし、図面に記載のない部分は掘削土の良質土で埋戻す。

10　電動機 　　換気扇、圧力扇及び標準仕様書に記載なく特記のないものの電動機の保護規格は、製造者

　　規格による標準品としてよい。

11　電源周波数

12　容量等の表示 （１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失等は、原則として表示された数値以下とする。

（１）設計用水平地震力は、機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては

　　　有効質量）に、地域係数1.0及び次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

・　５０Ｈｚ　　・　　６０Ｈｚ

　　　設備機器の固定は次によるほか、建築設備耐震設計・施工指針 2014 年版（独立行政

　　　法人建築研究所監修）による。（100kg以上の機器を対象とする。）

　　上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

　　上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の

　　　場合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

　　重要機器は次による。

17　電線類

18　天井仕上区分

19　吊り及び支持

20　施工調査

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

21　非破壊検査等 構造部等の機械はつり箇所は、非破壊検査等による埋設物の調査を行い、監督職員に報告書を提出する。

なお、放射線透過検査による場合は特記とし、撮影枚数は、１枚以上／部位とする。

22　既存躯体への穿孔 穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる付属

装置等を用いて施工する。

23　試　験 （１）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

（２）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

　　水槽類にはオイルタンクを含む。

（２）設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とする。

14　地中埋設標等

　　取り付け箇所及び仕様は図示による。

・  機械室    ・  倉庫    ・  電気室  

・　屋内：　・　EPS、ピット階を除く露出配管、電線管類（　・　指定色塗装　・　　　　）

・　屋外：　・　ドレン管　　 (　・　指定色塗装　・　　　　　　）

・　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、事前に走査式埋設物調査を行うこと。

・　石綿含有分析調査（定性分析により石綿が含有されている場合は、定量分析を実施する。）

・　既設埋設配管等を切断または接続する箇所は、事前に試掘調査を行うこと。

（２）埋設表示用テープ（２倍）　・　要（排水管を除く。）　・　不要

（１）地中埋設標　　　　　　　　・　要（図示による。）　　・　不要

　　露出機材の塗装仕上げは下記による。

　　下記の保温を施さない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

　　電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１表４．１．１１による。

（１）（　・　槽内　・　土間）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（SUS304）とする。

　　　・　消火ポンプ　　・　充水槽　　　・　受水槽　　　　・高架水槽

　　中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　　・　揚水ポンプ　　・　その他（　　　　）

15　絶縁継手

16　塗装

・　風量調整　　・　　水量調整　　・　　室内外空気の温湿度の測定

・　室内気流及びじんあいの測定　　・　　騒音の測定　

　　　　一般細菌、大腸菌、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素、塩化物イオン、

　　　　有機物（全有機炭素(TOC)の量）、PH値、味、臭気、色度、濁度、遊離残留塩素

　　・　検査項目は下記による

・　飲料水の水質の測定（水道法第４条の水質基準の規定に基づくこと）

　　・　その他（・　　項目　　　　・　遊離残留塩素　・　図示　　　　）

・　金属電線管　 (　・　内外面溶融亜鉛メッキ仕上げ 　・　指定色塗装) 　 　

　　保温は標準仕様書第2編3.1.4の一般ダクトの項による。範囲は（・すべて　・　　　　）とする。

　　空気調和設備の当該項目による。

７　保　温

６　チャンバー

・  外気取入れダクト

・　排気用ダクト

　　保温は標準仕様書第2編3.1.4の一般ダクトの項による。範囲は（・外壁から１ｍ　・　　）とする。

　　範囲は図示による。

・　（　・　厨房　・　湯沸室　）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ　・　(イ)　・　Ⅸ）とし

　

・　アングルフランジ工法）とする。

改修　一式

１　環境への配慮

章 項　　　目 特　記　事　項

（１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有する

　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーテ

　　　ィクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　　　断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散

　　　が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分

　　　に応じた材料を使用する。

　　　と共に、次の①から④を満たすものとする。

　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料

　　　を使用する。

　　③接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を

　　　含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

　　④①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアル

　　　デヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料

　　　を使用したものとする。

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」

　　とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当

　　する材料を指す。

　　①建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　　　ルデヒド発散建築材料以外の材料

　　②建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　　③建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

２　材料・機材の

　　品質等

（１）本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

　　べき品質及び性能を有するものとする。

（２）別表－１に機材等名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満た

　　すものとし、この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価され

　　たことを示す書面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載

　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　③安定的な供給が可能であること。

　④法令等で定めで許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

(３)「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく特定調達品目は

　　判断の基準等を満足させるものとする。

３　工事用仮設物 　　構内につくることが　・  できる　・ できない

４　足場その他 ・　別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

・　本工事で設置する。

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ

　　ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２

　　の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　〇印の付いたものを適用する。

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

４．指定部分　　・ 無　　・ 有（　部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　指定部分工期　令和　　年　　月　　日

１．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

２．特記仕様

　章、項目及び特記事項は、〇印の付いたものを適用する。

・　公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）（　令和４年版　）（以下「標準仕様書」という。）

・　公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（　令和４年版　）（以下「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（　令和４年版　）（以下「標準図」という。）

設計図

・　外部足場等　（・くさび緊結式（手すり先行工法）　・　　　　　　　）　　

・　内部足場等　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　・　交通誘導警備員Ａ　　　・　交通誘導警備員Ｂ

交通誘導員　　　・　配置する　　名以上（大型車の出入は必ず）　・配置しない26　交通安全管理

　　3.加熱アスファルト200t以上

　　2.砕石500t以上

　　1.土砂500m3以上

・　再生資材を利用する際の計画

　　2.コンクリート塊、アスファルト塊、建設発生木材の合計が200t以上

　　1.土砂500m3以上

・　建設副産物を搬出する際の計画

　完成後に発注者から請求があったときは、その実施状況を発注者に報告しなければならない。

　施工前に発注者に再生資源利用促進計画を提出し、その内容を説明しなければならず、工事の

　資源利用促進計画の作成を要する工事である場合（下記内容該当工事）は、受注者は、工事の

※本工事が資源の有効な利用の促進に関する法律（平成三年法律第四十八号）の規定により再生25　資源有効利用促進

　　との取合い

24　他工事又は他工種 工事区分表による。ただし、これにより難い場合は監督職員と協議する。

排水系：通水確認

給水給湯系：24時間常圧耐圧確認

給水給湯系：24時間常圧耐圧確認

既設配管は保温、埋設直前に、

詰まりがない事を目視での確認で良いこととする。

上記（２）により難く、既設配管との接続の場合は、監督職員の承諾を得れば、漏れ、

給水管の水道用硬質塩化ビニル管HIVPは0.75MPaでの耐圧試験とする。

給水、給湯用架橋ポリエチレン管はメーカー推奨圧力で行う。

一
般
共
通
事
項（

１）

５　チャンバー等

（４）空気調和機の吸い込み側及び吐出側に接続するチャンバーの板厚は、1.2㎜ 以上とする。

・　外気取り入れダクトのうち暖房室、浴室及び厨房内を通るダクトは保温を行う

・　隠ぺいダクトのフランジ部（補強を含む）は厚さ 25 mmの保温材を

・　設ける（検出部と指示部一体形）　・　設けない

　　重ね巻きを行うか、隠ぺい部の保温厚さをフランジ高さ＋10 mm以上とする。

　　取付箇所は、（ ・　ユニット形空気調和機　・　冷温水ポンプ

・　瞬間流量計を設けない場合は、ピトー管式流量計用タッピングのみを設ける。

　　　　　　　　　 ・　ヘッダーの各送り管　　・　ヘッダーの各返り管）とする。

・　鋼製　　　　　 ・　アルミニウム製　　　　・　木製

・　防振基礎は市販の防振装置を使用してよい。

　　ダクトに形鋼振れ止め支持を行う。図面に特記なき場合、支持部材選定表による。

　　室内機器等の吊り用ボルトには、ダブルナットで固定し、ボルト長さが1000mm以上

　　ポ　ン　プ　　基礎施工要領（四）　・　標準基礎  ・  防振基礎

　　遠心冷凍機　　基礎施工要領（二）　・　標準基礎

　　往復動冷凍機　基礎施工要領（二）　・　標準基礎

　　パッケージ形

　　ユニット形

　　空気調和機　　基礎施工要領（三）　・　標準基礎  ・  防振基礎

　　遠心送風機　　基礎施工要領（四）　・　標準基礎  ・  防振基礎

　　の場合には、振れ止めを施す。

　　空気調和機　　基礎施工要領（三）　・　標準基礎  ・  防振基礎　・  既製品基礎

　　屋内露出部分は(　・　ステンレス鋼板　・　着色亜鉛鉄板　・　合成樹脂製カバー

６　ダンパー

７　配管材料

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（　・　遠隔　・　　　　　）

（２）ピストンダンパー　復帰方式（　・　遠隔　・　　　　　）

（３）油管　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）

　　　膨張タンクよりボイラー等への補給水管

（７）冷媒管　　　　　　　・　断熱材被覆銅管

（６）膨張管　空気抜き管　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　６５Ａ以上の冷温水・冷却水用弁装置の仕切弁はバタフライ弁とする。

・　膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水管

　　の項による。

・　建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第２編３.１.４の温水管の項による。

・　空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第２編３.１.５

　　の排水管の項による。

・　冷媒管の外装の種別は（・ 図示による　・　　　　　　）

・　冷媒管は、製造者の標準仕様による。ただし、断熱材被覆銅管の断熱材厚さは、液管を

　　10mm以上、ガス管を20mm以上とする。

　　保温化粧ケースを除き、保温材にて整形を行う。

　　冷媒管の耐圧試験は２４時間メーカー推奨圧力で行う

　　冷媒管の立て管は、垂直方向に5m以上ある場合、銅管から直接1箇所以上固定すること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(屋外：VP　ｶﾗｰVP　屋内：保温付VP)

（５）高温水管　　　　・　ステンレス鋼管　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・　鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

・　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　　油面制御盤には（　・　遠隔警報　・　電磁弁制御　・　　　　　　）の端子を設ける。 

　　ＪＩＳ又はＪＶ（　・　５Ｋ　・　１０Ｋ（図示部分））

　　なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様とする。

・　還りダクト（ＲＡダクト）（保温範囲は、　　　・　　図示による　・　　　　　　）

・　外気取入れダクト（ＯＡダクト）（保温範囲は、・　　図示による　・　　　　　　）

　　　　　　　　　 　・　保温化粧ケース)によるラッキングを行う。

８　弁　類

９　油面制御装置

　　内貼り

10　保温及び消音

　　空気調和機

11　パッケージ型

13　ばいじん量測定口

12　ばい煙濃度計

・　設ける（口径８０φ以上）　　・　設けない　　

・　設ける　　　　　　　　　　　・　設けない

・　本体は（　・　アスファルト　・　モルタル　・　エポキシ樹脂）により保護を行う。

　　　　　　　還　管　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch80）

（１）冷温水管　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　塩ビライニング鋼管（HVA）

（２）冷却水管　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　・　塩ビライニング鋼管（VA）

（８）ドレン管　　　　　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）　　・　ビニル管（VP）

（４）蒸気管　給気管　・　配管用炭素鋼鋼管（黒）　

　　　　　　　　　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）（　・　Sch40）

　　屋外露出部分は(　・　ステンレス鋼板　・　着色亜鉛鉄板　・　合成樹脂製カバー

　　　　　　　　　 　・　保温化粧ケース)によるラッキングを行う。

　　　図示されたチャンバーには点検口を設ける。

　　　400×400×250H、200㎜を越えるものは、500×500×300Hとする。

（５）内張りを施すチャンバー等の表示寸法は、外形寸法とする。

（６）アネモ形吹出口接続用ボックスは、吹出口のネック径200㎜以下は、

13　耐震措置

寸法は図示されていない場合は（　・　400x500H　・　500x600H）とする。

　（開放及び復帰方式）

　　建築設備定期検査業務基準書平成２０年版（（一財）日本建築設備・昇降機センター）の

　　排煙風量の検査方法に準ずる。

４　排煙風量測定

　　使用する電線及びケーブルは、原則としてＥＭ電線又はＥＭケーブルとする。

　　屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

　　別図による。

　　天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

１　ダクト

２　排煙口の形式

　　その他

１　システム構成

２　電気計装用機材

・
排
煙
設
備

・
自
動
制
御
設
備

３　　　排煙口手動開放装置

・　図示による。

・　ワイヤー式　・ 電気式（遠隔操作　・ 不要　・ 要）

・　亜鉛鉄板　　

　　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　　手洗器は止水栓付とする。

１　衛生器具付属水栓

２　洗面器

１　配管材料
・
給
水
設
備

（１）給水引込管（直結部分）は水道事業者の指定による（ ・　ポリエチレン管）

・　ポリエチレン配管の施工要領は図示による。

・　要（別途）９　引込納付金等

・　合成樹脂製　・　人造石とぎ出し製　・　不凍水栓　・　ステンレス製

　　次のタンクの保温を行う。　・　鋼板製タンク　　・　ステンレス製タンク

・　標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の 　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ）による。

７　水栓柱

８　建物導入部配管

（２）屋内地中埋設配管及びｺﾝｸﾘｰﾄ埋込　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（VD）　・　ビニル管（HIVP）

（３）屋外地中埋設配管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　水道配水用ポリエチレン管（HPPE）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（VD）　・　ビニル管（HIVP）

６　管の地中埋設深さ 　　管の上端より原則として、一般敷地は（３０ｃｍ）構内道路は（６０ｃｍ）以上とする。

５　弁　類

４　量水器桝 ・　水道事業者指定品　　　（　・　貸与品　・　買い取り（材質：　）　・　標準図ＭＣ形

・　子メーター（買い取り）（　・　直読式　・　パルス式　）遠隔表示器付

・　親メーター（貸与品）　（　・　直読式　・　パルス式　）３　量水器

・　水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

・　台所流し用の水栓は泡沫式とする。２　水　栓

　　　　　　　　　　　（雑用水）　　・　塩ビライニング鋼管（VA） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　塩ビライニング鋼管（VA）（図示の箇所）

（４）その他の一般配管（上水・加湿）・　ステンレス鋼管（SUS304）　・　ビニル管（HIVP）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　給水用架橋ポリエチレン管

　　逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

　　ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

　　ＪＩＳ又はＪＶ　　　　　　・ 水道直結部分（・ １０Ｋ　・　　　　　　）　

　　　　　　　 　　 　　　　　・その他の部分 （・ ５Ｋ　　・　１０Ｋ　　）

１　配管材料

（２）屋外　第一桝まで　・ 排水用塩ビライニング鋼管

　　洗面器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。

３　満水試験継手 　　取り付け箇所は図示による。

４　放流納付金等

・
排
水
設
備

　　屋内露出配管はカラーVPとする。

　　        ポンプアップ排水管　・　排水用ノンタールエポキシ塗装鋼管

　　　　　　雑排水管　・　排水用塩ビライニング鋼管　・　ビニル管（VP）　・　耐火二層管

　　        通気管　　・　排水用炭素鋼鋼管（白）　　・　ビニル管（VP）　・　耐火二層管

　　　桝間　　　　　　  ・　ビニル管（VP）

　　　　　　　　　　　　・　ビニル管（VP）

　　　　　　　　　　　　・　リサイクルビニル管（RS－VU）

（１）屋内　汚水管　　・　排水用塩ビライニング鋼管　・　ビニル管（VP）　・　耐火二層管

　　ビニル管の125A以上はVUを使用してよい。

　　台所流し等の床上露出部分の配管は、ビニル管（VP）でもよい。

　　大便器、小便器、洗面器及び掃除　流しとの接続管は、ビニル管（VP）とする。

１　配管材料

２　弁　類 ・　ステンレス配管を使用する場合の材質は、ステンレス製とする。

　　ＪＩＳ又はＪＶ（　・　５Ｋ　・　１０Ｋ（図示部分））

・　要　・　不要

２　洗面器等の排水管

・　ステンレス鋼管　　・　塩ビライニング鋼管（HVA）　・給湯用架橋ポリエチレン管・
給
湯
設
備

１　配管材料
・
消
火
設
備

　　　　　　　　　屋内地中　・　ステンレス鋼管（SUS316）　　・　外面被覆鋼管（VS）

　　　　　　　　　屋外地中　・　ステンレス鋼管（SUS316）　　・　外面被覆鋼管（VS）

　　　　　　　　　　　　　　・　水道配水用ポリエチレン管（HPPE）

２　建物導入部配管

　　別図による。３　　　不活性ガス消火設備

４　泡消火設備

５　保温

６　試験

　　別図による。

　　屋外露出配管の保温は、標準仕様書第２編3.1.5の給水管の項による。

　　施工前に既設屋内消火栓の放水試験を行うこと。

・　標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の 　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ）による。

　　　　　　　　　屋内地中　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch40）

（２）連結送水管　一般　　　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch40）

　　　　　　　　　屋外地中　・　圧力配管用炭素鋼鋼管（白）（　・　Sch40）

　　　　　　　　　　　　　　・　水道配水用ポリエチレン管（HPPE）

１　システム ・　ドライシステム　

　　図示による。２　機器の機能等

（１）屋内消火栓　　　一般　・　ステンレス鋼管（SUS304）　　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

・
衛
生
器
具
設
備

・
厨
房
設
備

14　吹出口・吸込口

15　保温・塗装

16　瞬間流量計

17　圧力計・温度計

18　機器基礎

19　形鋼振れ止め

20　吊機器の振れ止め

10　保温

　　保温付架橋ポリエチレン管の保温厚は10㎜以上とする。

　　保温付架橋ポリエチレン管の保温厚は10㎜以上とする。

文化会館改修工事

文化会館 ＳＲＣ造

１．工事場所

地上４階 13,786

文化会館

四日市市　安島二丁目　地内

改修　一式

作図 令和６年　９月
文化会館改修工事　

改修　一式
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　　　　　　　　　・　その他(　)

・ 都市ガス（供給者名：　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　ＭＪ/ｍ３（Ｎ））

図
面
名

特記仕様書
縮
　
尺

1:NO

（A2）

設計番号 図面番号

　四日市市都市整備部営繕工務課 四日市市諏訪町１番５号

１級建築士　登録第　　　　　　　号

建築機械設備２ M-02

工 事 名

・
・

項　　目　　　　

１　ガス種別

２　配管材料

・ 液化石油ガス

・ 都市ガス　ガス事業者の供給規定による。

４　集合装置

５　転倒防止等

６　メーター

・ 子メーター（買い取り）（・ 直読式　・ パルス式）

　　標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　　４本組。

８　漏洩検知装置

９　電気防食

・ 要　・ 不要

・ 要　・ 不要

10　引込負担金等 ・ 要　・ 不要

　　保険期間は工事期間を原則とする。（必要に応じて延長するものとする。）

・　建設工事保険（管理財物担保特約に加入）（保険証の写しを提出）

・　請負業者賠償責任保険　　（保険証の写しを提出）

・　法定外労災補償制度　　　（加入証明書の写しを提出）

・　建設業退職金共済制度　　（掛金収納書を提出）

　　下記の制度について加入すること。

　　共済証紙購入額　　請負額の0.5／1000以上

　　ただし、建設業退職金共済については請負額が500万円以上の場合とする。

　　※1 他の退職金制度に加入している等、共済証紙を購入する必要がない場合は

　　理由書の提出をもって共済証紙の購入を不要とする。

　　※2 契約変更により工事価格が上昇した場合は、不足分を追加購入すること。

　　工事請負金額500万円以上の工事は、工事実績情報サービス(CORINS)に登録すること。

　　資材購入及び工事の一部を下請業者にて施工する場合、業者の選定に際し

　　ては、できる限り市内業者を優先させること。

・　設ける　    ・　設けない

・　工事用電力、水及び諸手続きなどの費用は、すべて受注者の負担とする。

・　市支給。ただし現場において既設設備より供給可能な範囲に限る。

　　本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が本工事により生

　　じた産業廃棄物税が課税対象となった場合には、翌年度に産業廃棄物税納税証明書

　　等と添付して、本工事により生じた産業廃棄物税相当分を請求する事ができる。

・　設ける　    ・　設けない

２　建設共済等

３　工事実績情報の登録

４　施工体制台帳の提出

５　

６　監督員事務所

７　工事用電力

　　・水・その他

８　産業廃棄物税

９　

　　公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律により、施工体制台帳の写しを提出

　　すること。なお、下請契約締結後、速やかに提出すること。変更時も同様とする。

　　工事記録は以下のように行うこと。

○ 工 事 写 真

　 　 工 程 写 真  埋 設 部 、 い ん ぺ い 部 、 施 工 工 程 、 材 料 等

　 　 完 成 写 真

　 　 ※ 撮 影 用 具 に デ ジ タ ル カ メ ラ を 用 い 、 サ ー ビ ス サ イ ズ 程 度 の 大 き さ で

　 　 Ａ ４ 用 紙 に 印 刷 し 、 提 出 す る 。

　 　 ※ 次 の 図 書 を 参 考 と す る 。

　 　 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 工 事 写 真 の 撮 り 方 　 建 築 設 備 編 」

○ 工 事 日 報 、 納 品 伝 票

　 　 工 事 日 報 、 納 品 伝 票 等 の 写 し は 監 督 員 が 提 出 を 求 め た 場 合 に

　 　 提 出 す る こ と 。

　　監督員の指示により下記のものを提出する。

・　工事完成図（竣工図（修正済みの設計図）＋施工図）

・　完成図　ＣＡＤデータ　ＰＤＦデータ　（ＣＤ－Ｒ）（１）枚

・　保全に関する資料等　（２）部

10　工事記録

11　完成時の提出図書

　　次の配管には、防振吊り金物（ ・　シングル　・　ダブル）又は、防振支持

　　金物を設ける。ただし、屋外及び地下ピットを除く。

・　口径 50A以上の配管（ ・　冷温水　・  冷却水　・　揚水） 

・　次に示す配管

　　標準仕様書第２編 2.5.16.12　の溶接部の非破壊検査の適用

・　不要　　　　　・　要

　　ライニング弁類の使用範囲

・　標準仕様書による  　・　使用しない

・　合成ゴム製　　　・　ベローズ形

・　合成ゴム製　　　・　ベローズ形

　　保温を施さない鋼管類で、コンクリート埋込み部及びコンクリート壁等の貫通部は、

　　プラスチックテープ巻き 1/2 重ね１回巻きとする。

12　防振吊り金物及

　　防振支持金物

13　管溶接部の検査

14　鋳鉄製弁類

15　防振継手

16　可撓継手

17　管の防食

　　資材購入及び下請業者の

　　選定に際しての留意事項

　　電気保安技術者の適用

　　ただし、外面被覆ライニング鋼管及び排水管は除く。

１　仕様等 　　別図による。

１　仕様等

２　設備方式

　　別図による。

１　保温材

18　施工図等の取扱い 　 　 施 工 図 等 の 著 作 権 に 関 わ る 当 該 建 物 に 限 る 使 用 権 は 、 発 注 者 に 移 譲 す る も

　 　 の と す る 。

　　本工事に伴う既存の天井及び壁等の軽微な加工改造は本工事とする。

・　亜鉛鉄板　　　　・　紙チューブ　　　・　つば付鋼管　　　・　塩化ビニル管

　　屋内埋設配管についても、通常の配管支持方法に準じて行う。

項　　目章 特　　記　　事　　項

１　一般事項

　　の処理工事

石綿等にばく露するおそれがある建築物等における業務での労働者の石綿ばく露防止に関する

記述上の指針）を遵守すること。

・石綿含有事前調査結果の都道府県知事及び労働基準監督署への報告を行うこと。

アスベスト含有吹付け材の囲い込み処理　　・行う　　・行わない

アスベスト含有建材除去後の仕上げ　　　　・行う　　・行わない

アスベスト含有吹付け材の封じ込め処理　　・行う　　・行わない　　　　　　　[9.1.1]２　アスベスト含有建材

暴力団等不当介入に関する事項
　１．契約の解除
四日市市の締結する契約等からの暴力団等排
除措置要綱（平成20年四日市市告示第28号）
第３条又は第４条の規定により、四日市市建
設工事等入札参加資格停止基準に基づく入札
参加資格停止措置を受けたときは、契約を解
除することがある。

２．暴力団等による不当介入を受けたときの義務

(3)　(1)(2)の義務を怠ったときは、四日市市建設工事等入札参加

(1)　不当介入には、断固拒否するとともに、速やかに警察へ通報

(2)　契約の履行において、不当介入を受けたことにより、業務遂
　　並びに業務発注所属へ報告し、警察への捜査協力を行うこと。

　　行に支障が生じたり、納期等に遅れが生じるおそれがあるとき
　　には、業務発注所属と協議を行うこと。

　　資格停止基準に基づく入札参加資格停止等の措置を講ずる。
＜ 喫 煙 に 関 す る 事 項 ＞

　 学 校 敷 地 内 は す べ て 禁 煙 と し 、 敷 地 周 辺 の 路 上 等 に お い て も 禁 煙 に 努 め る こ と 。

＜ 現 場 代 理 人 に 関 す る 事 項 ＞

＜ 随 時 検 査 ＞

　 工 場 製 作 期 間 中 等 に 現 場 代 理 人 の 常 駐 を 解 除 す る 場 合 は 、 そ の 期 間 に 応 じ た 経 費 の 減 額 変 更 を 行 う 。

　 随 時 検 査 を 求 め た 場 合 、 監 督 員 の 指 示 に 従 い 受 験 す る こ と 。

　 設 計 金 額 300 0万 円 以 上 の 工 事 は 、 四 日 市 市 検 査 規 程 第 ８ 条 第 ６ 項 の 規 程 に よ り 発 注 者 が

個人情報の取り扱いに関する事項

第１　この契約による工事の施工者（以下「乙」という。）は、この契約による工事を施工するに当たり、

第２　乙及びこの契約による工事に従事している者又は従事していた者（以下「乙の従事者」という。）は、

　　　個人情報を取り扱う際には、個人情報の保護の重要性を認識し、個人の権利利益を侵害することのない
　　　ようにしなければならない。

　　　当該工事を施工するに当たり、個人情報を取り扱うときは、個人情報の保護に関する法律（平成１５年
　　　法律第５７号。以下「法」という。）第６７条に規定する義務を負う。
　２　乙は、この契約による工事において個人情報が適正に取り扱われるよう乙の従事者を指揮監督しなけ

第３　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するに当たって知り得た個人情報を当該工事を施
　　　工するために必要な範囲を超えて使用し、又は他人に知らせてはならない。
　２　乙は、乙の従事者が在職中及び退職後においても、前項の規定を遵守するように必要な措置を講じな
　　　ければならない。
　３　前２項の規定は、この契約が終了し、又は解除された後においても同様とする。

第４　乙は、この契約による工事に係る個人情報の漏えい、滅失又は改ざんの防止その他の個人情報の適

　　（基本事項）

　　（施工者の義務）

　　　ればならない。
　　（秘密の保持）

　　（適正な管理）

　　　正な管理のために必要な措置を講じなければならない。
　２　乙は、個人情報の適正な管理のため、管理責任者を置くものとする。
　３　管理責任者は、個人情報を取り扱う工事の従事者を必要な者に限定し、これらの従事者に対して、個
　　　人情報の管理方法等について適正な指導管理を行わなければならない。
　４　四日市市（以下「甲」という。）は、必要があると認めたときは、個人情報の管理状況等に関し、乙に
　　　対して報告を求め、又は乙の作業場所を実地に調査することができるものとする。この場合において、
　　　甲は乙に必要な改善を指示することができるものとし、乙は、その指示に従わなければならない。
　　（収集の制限）
第５　乙及び乙の従事者は、この契約による工事を施工するために、個人情報を収集するときは、当該工
　　　事を施工するために必要な範囲内で、適法かつ公正な手段により収集しなければならない。
　　（再提供の禁止）
第６　乙は、あらかじめ甲の承諾があった場合を除き、この契約による工事に係る個人情報を第三者に再
　　　提供してはならない。
　２　乙は、前項の承諾により再提供する場合は、再提供先における個人情報の適正な取り扱いのために必
　　　要な措置を講じなければならない。
　３　前項の場合において、乙は、再提供先と本注意事項に準じた個人情報の取り扱いに関する契約を交わ
　　　すものとする。
　　（複写、複製の禁止）
第７　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、この契約による工事を施
　　　工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等（以下「資料等」という。）を複写し、
　　　又は複製してはならない。
　　（持ち出しの禁止）
第８　乙及び乙の従事者は、あらかじめ甲の指示又は承諾があった場合を除き、資料等（複写又は複製し
　　　たものを含む。第9において同じ。）を契約書に指定された作業場所から持ち出してはならない。
　２　甲及び乙は、乙が前項の指示又は承諾により資料等を持ち出す場合、その内容、期間、持ち出し先、
　　　輸送方法等を書面により確認するものとする。
　３　前項の場合において、乙は、資料等に施錠又は暗号化等を施して関係者以外の者がアクセスできない
　　　ようにするとともに、資料等を善良なる管理者の注意をもって保管又は管理し、漏えい、滅失及びき損
　　　の防止その他適切な管理を行わなければならない。
　　（資料等の返還）
第９　乙は、この契約による工事を施工するに当たって、甲から提供された個人情報が記録された資料等
　　　を、当該工事の終了後速やかに甲に返還し、又は引き渡さなければならない。ただし、甲の指示により
　　　廃棄し、又は消去する場合を除く。
　２　前項の廃棄又は消去は、次の各号に定めるほか、他に漏えいしないよう適切な方法により行うものとする。
　(1)　紙媒体　　シュレッダーによる裁断
　(2)　電子媒体　データ完全消去ツールによる無意味なデータの上書き、もしくは媒体の破砕
　３　乙は、第6の規定により甲の承諾を得てこの契約による工事に係る個人情報を第三者に再提供したと
　　　きは、当該工事の終了後速やかに当該第三者から資料等を回収のうえ甲に返還し、又は引き渡さなけれ
　　　ばならない。ただし、甲の指示により、乙又は第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合を除く。
　４　前項ただし書の規定により、第三者が資料等を廃棄し、又は消去する場合においては、乙は、当該資
　　　料等が廃棄、又は消去されたことを直接確認しなければならない。
　　（研修・教育の実施）

　　　工事における個人情報の適正な取り扱いに資するための研修・教育を行うものとする。
　　（苦情の処理）

　　　適切かつ迅速な処理に努めるものとする。
　　（定期報告及び事故発生時における報告）

　２　乙は、この個人情報取扱注意事項に違反する事故が生じ、又は生じるおそれがあることを知ったときは、

第10　乙は、乙の従事者に対し、個人情報の重要性についての認識を深めるとともに、この契約による

第11　乙は、この契約による工事の施工に当たって、個人情報の取り扱いに関して苦情があったときは、

第12　乙は、甲から個人情報の取扱いの状況について報告を求められた場合は、直ちに報告しなければならない。

　　　速やかに甲に報告し、甲の指示に従うものとする。
　　（監査及び検査）
第13　甲は、この契約による工事に係る個人情報の取扱いについて、この契約の規定に基づき必要な措置が
　　　講じられていることを検証及び確認するため、乙及び第６の規定により甲の承諾を得てこの契約に
　　　よる工事を受託し、又は請け負った第三者に対して、監査又は検査を行うことができる。
　２　甲は、前項の目的を達するため、乙に対して必要な情報を求め、又はこの契約による工事の処理に
　　　関して必要な指示をすることができる。
　　（契約解除及び損害賠償）
第14　甲は、乙又は乙の従事者がこの個人情報取扱注意事項に違反していると認めたときは、契約の解
　　　除及び損害賠償の請求をすることができる。

特　　記　　事　　項

・アスベスト除去に伴う官公署等への届出申請を行うこと。

石綿障害予防規則及び大気汚染防止法の各規定に基づく官公署等への届出等を行うこと。

労働安全衛生法第28条第1項の規定に基づく技術上の指針（建築物等の解体等の作業及び労働者が

保温材の種類

保 温 材

グラスウール ・　給水管　　　・　排水管(ﾄﾞﾚﾝ管)　・　給湯管

・　温水管　　　・　冷水管　　　　　・　冷温水管　・　蒸気管

区　　　　　　　　　分

19　既設との取合い

20　スリーブ

21　管の支持

１　工事の保険

・アスベスト除去に伴う作業計画の作成を行うこと。

・アスベスト除去完了に伴う発注者への報告を書面にて行うこと。

ロックウール

保 温 材

ポリスチレン

フ ォ ー ム

保 温 材

・　給水管　　　・　排水管(ﾄﾞﾚﾝ管)　・　給湯管

・　長方形ﾀﾞｸﾄ　・　ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ　　　・　ヘッダー　・　タンク

・　温水管　　　・　冷水管　　　　　・　冷温水管　・　蒸気管

・　給水管　　　・　排水管　　　　　・　冷水管

・　冷温水管　　・　ヘッダー（※）　・　タンク（※）

・　長方形ﾀﾞｸﾄ　・　ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ　　　・　ヘッダー　・　タンク

・　冷媒管（成形用）　

　　　　　　　　　（※）冷水、冷温水のみ適用可

・　冷媒管（成形用）　

保温外装材　　　　・　SUS製ﾗｯｷﾝｸﾞ　・　樹脂製ﾗｯｷﾝｸﾞ　　・　ｶﾗｰ亜鉛鉄板 

・
　
排
水
処
理
設
備

・
　
雨
水
利
用
設
備

・
　
ガ
ス
設
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・
　
保
温
工
事

７　ガス漏れ警報器

原則として、蒸気管及び温水管等はフランジ等も保温を行うこと。

・　完成図　（Ａ４版に製本したもの）

・　完成図　（原図サイズで電気設備図と併せて二つ折り製本したもの）（３）部

・　工事写真（紙、ＣＤ－Ｒ）

３　充てん容器

１　撤去内容 ・　図示による

２　支持金物等 　　ダクト及び配管等の支持金物・吊りボルト等は本工事にて撤去する。

３　冷媒の回収 　　冷凍機等の撤去に伴う冷媒の回収方法は改修標準仕様書による。

（１）冷媒の回収にあたっては、監督職員に次の書類を提出する。

（ア）第一種フロン類回収業者登録通知書の写し

（イ）フロン類回収証明書

　　（フロン類）

４　発生材の処理 ・　引き渡しを要するものは、金属類（ ・ 機器　・ ダクト　・ 配管　・ その他の金物）

・　引渡しを要するもの以外

　　構外搬出適切処理とする。

　　廃棄物管理票（マニュフェスト）確認表を作成し、監督員にＡ票及びＤ票

　　もしくはＥ票の確認を受けるものとする。

・　特別管理産業廃棄物

　　ＰＣＢ使用機器は、関係法令に従い適切に処置する。

・　再使用又は再資源化を図るもの

・
　
撤
去
工
事

（ ・　ルームエアコン　・　　　・　　　・　　　　）とする。

　（ＰＣＢ使用機器 　　　　　　　　　　　）

１　　　処理種別及び構造 ・　合併処理（ ・　接触ばっ気方式　　　・　長時間ばっ気方式

               ・　回転板接触方式　　　・　　　　   　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　処理対象人員　　　　　人　　容量　　　　　㎡／日

・　コンクリート製（ ・　現場施工形　・　ユニット形）　・　ＦＲＰ製

　　ＢＯＤ　　　　　ｍｇ／L以下

・　製造者標準品　・　ＭＨＡ　・　ＭＨＢ

・　土圧のみ　・　２００ｋｇｆ／ｍ ２  ・　３５０ｋｇｆ／ｍ ２　・　８００ｋｇｆ／ｍ ２

・　自然流下

・　ポンプ排水

　　（　　ポンプ槽内径　　　ｍｍ，ＧＬよりの深さ　　　ｍ以上

　　ただし深さが １．２ｍ以上の場合はタラップ付とする。）

・　不要　　・　要（ ・　別途工事　　・　本工事）

・　独立設置形（ ・　地上式　・　地下式）　・　槽と一体形

・　土中埋設の鋼管類に準じた防錆処理を行う。

・　タールエポキシ樹脂塗料３回塗りを行う。

２　処理能力

３　本体構造

４　放流水質

５　マンホールふた

６　スラブ負荷重

７　排水方式

９　槽内にある鋼管

　　類の防食

８　送風機室

22　週休2日制工事

・
　
し
尿
浄
化
槽
設
備

・　排水再利用　・ 厨房除害

・ 液化石油ガス　（１）一般：　・　配管用炭素鋼鋼管（白）

　　　　　　　　 （２）地中：　・　ポリエチレン管　　・　外面被覆鋼管（ＶＬ）

　　別途（　・　５０ｋｇ　・　 　　　　）×　４本

　　標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（ ・ （ａ）　・ （ｂ））による。

・ 親メーター（貸与品）　（・ 直読式　・ パルス式（パルス発信器は ・ 買い取り））

・ 本工事（図示による）　　・　別途工事

　１．対応要領に沿った対応
障害者差別解消に関する事項

　　（１）この契約による事務・事業の実施（以下「本業務」という。）の請負（委託）を受けた者（以下
　　　　　「受注者（受託者）」という。）は、本業務を履行するに当たり、障害を理由とする差別の解消
　　　　　の推進に関する法律（平成２５年法律第６５号。以下「法」という。）に定めるもののほか、障
　　　　　害を理由とする差別の解消の推進に関する四日市市職員対応要領（平成２９年２月２８日策定。
　　　　　以下「対応要領」という。）に準じて、「障害を理由とする不当な差別的取扱いの禁止」及び

　　（２）（１）に規定する適切な対応を行うに当たっては、対応要領に示されている障害種別の特性につ
　　　　　いて十分に留意するものとする。
　２．対応指針に沿った対応
　　　上記１に定めるもののほか、受注者（受託者）は、本業務を履行するに当たり、本業務に係る対応指針
　　　（法第１１条の規定により主務大臣が定める指針をいう。）に則り、障害者に対して適切な対応を行う
　　　よう努めなければならない。

　　　　　「社会的障壁の除去のための合理的な配慮の提供」等、障害者に対する適切な対応を行うものとする。

　　アスベスト含有物の取扱い

　　一　般　共　通　事　項　(2)

保温付架橋ポリエチレン管（保温厚10㎜以上）を使用する場合は上記保温は不要。

サヤ管工法：架橋ポリエチレン・ポリブデン管を使用する場合は上記保温は不要。

　　調査

施工箇所及び工法　　※図示

３　アスベストの含有 事前調査（有資格者）　　・行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　[1.5.1]

　　　　　　・定性分析　　・定量分析

分析調査　　・行う（対象箇所：　　　　　　）　　・行わない

調査結果報告書等の貸与　　　・有　　　・無

※分析調査は「建材中の石綿含有率の分析方法について(令和3年12月22日改正)」に基づき行う。

※現地調査を行い、事前調査結果報告書を作成し、提出する。

調査の結果、設計図書と異なる場合は、監督職員と協議する。

   0.3 f/l             0.5 f/l    50 f/l

   210 min             120 min     5 min

     47mm

   10l/min             5l/min    1l/min

                     25mm

 位相差顕微鏡

 定量限界

 計数アスベスト

 計数条件

 試料の透明化

 試料の吸引時間

 試料の吸引流量

 メンブレンフィルタの直径

 計数機器

　測　定　5　　測定1 , 2 , 4 , 6 , 7 , 8　測　定　3

 アセトン－トリアセチン法又は、シュウ酸ジエチル法

 総アスベスト繊維数      　200本又は視野数50視野

 直径3μm未満、長さ5μm以上、長さと直径比３：１以上

アスベスト含有吹付材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.3]

吹付けアスベストの施工数量調査　　※行う

アスベスト粉じん濃度測定　　※行う 

　(隔離ｼｰﾄ撤去前)

　(注)１．各施工箇所ごとの室面積が50㎡以下までは２点、300㎡以下までは３点とする。

　　　　　300㎡を超えるものは、監督職員と協議する。

　(注)２．集じん・排気装置の性能確認

  表9.1.2  アスベスト粉じん濃度測定方法

作業場の隔離　※行う

※除去工法については、工法に関する資料を監督職員に提出し、承諾を得ること。

除去工法

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

　　け材の除去

　集じん・排気装置

  測定５

  測定４

施行区画周辺

又は、敷地境界

  処理作業室内

  処理作業室内

　処理作業中

　処理作業前

  測定３

  測定２

  測定１

 計２点

 各２点又は３点

 各２点又は３点

　大気

  (注)１

  (注)１

　備考　  測　定　場　所 測定名称　測定時期 測　定　点　(各施工箇所ごと)

を確認
空気の流れ

（処理作業室外の場合）

  の排出口

４方向各１点  測定６ 施行区画周辺
又は、敷地境界

　 －

ｾｷｭﾘﾃｨｰｿﾞｰﾝ入口 1点

1点

  測定７   処理作業室内  各２点又は３点   (注)１

  (注)２

施行区画周辺
又は、敷地境界

  測定８

　処理作業後

４方向各１点 　大気

  表9.1.1　　アスベスト粉じん濃度測定

４　アスベスト含有吹付

アスベスト含有仕上塗材の除去(除去工法、養生、粉じん飛散防止措置、呼吸用保護具・保護

衣等)ついては、「建築物の改修、解体時における石綿含有建築用仕上塗材からの石綿粉じん

飛散防止処理技術指針」による。

アスベスト含有仕上塗材の有無　・有　・無

撤去の範囲　　・全面撤去　・図示による

除去工法（原則湿潤化し、下記工法とする）

・水洗い工法　・手工具ケレン工法

・集じん装置付高圧水洗工法　・集じん装置付超高圧水洗工法　・超音波ケレン工法

・剥離材併用高圧水洗工法　・剥離材併用超高圧水洗工法　・剥離材併用手工具ケレン工法

・剥離材併用超音波ケレン工法　・集塵装置付ディスクグラインダーケレン工法

　　塗材の除去

５　アスベスト含有仕上

上記工法によらない場合は監督職員と協議の上、承諾を得ること。

除去工法の試験施工　・行う　※行わない

作業場の隔離及び養生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」による。

・隔離養生不要　・隔離養生必要(負圧不要)・その他（　　　　　　）

処分方法

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

アスベスト含有保温材の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.4]

作業場の隔離　・行う　・行わない

・埋立処分の場合は、特別管理産業廃棄物として、管理型最終処分場の一定の場所で埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は環境大臣の

６　アスベスト含有保温
　　材等の除去

アスベスト含有成形板の有無　・有　・無　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[9.1.5]

作業場の区画　・行う　・行わない

処分方法

石綿含有石膏ボード

※管理型最終処分場で埋立処分する。

石綿含有石膏ボード以外

・埋立処分の場合は、石綿含有産業廃棄物として、安定型最終処分場の一定の場所で

埋立処分する。

・中間処理の場合は、都道府県知事等から処置許可を受けた溶融施設において溶融又は

環境大臣の認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う。

７　アスベスト含有成形
　　板の除去

アスベスト含有シール材の有無　・有　・無

作業場の隔離　・行う　・行わない

除去工法

湿潤にて撤去を行い、適法に処分する事。

処分方法　・埋立処分

・アスベストの中間処理に適する溶融施設

・認定を受けた無害化処理施設

８　アスベスト含有配管
　　接続部シール材の除去

※本工事に配置管理させる者（有資格者）

※特定化学物質等作業主任者（H18.3.31以前の講習修了者）

又は石綿作業主任者（H18.4.1以降の講習修了者）

９　特記事項

認定を受けた無害化処理施設において無害化処理を行う

令和6年7月版

　　機械設備の改修等のため、在来設備を一時停止させる必要のある場合は、

　　予めその時期、停止の範囲及び工法等を施設管理者などの関係者と打ち合わせ、

　　施設の運営に支障を来たさないよう特に注意する。

・　高さ５mを超える箇所での作業を有する場合の墜落制止用器具はフルハーネス型を

・　施工可能日　　　・　土、日曜日、祝日施工有り　　・　指定なし

　　使用すること。

23　施工条件

・　週休2日制工事対象　　　　　　　 　　　　　　　　　　   

・　週休2日制工事(受注者希望型）対象　　　

・　週休2日制対象外工事

　　(　・　工事の実働日数が30日未満の工事　・　現場閉所困難な工事）

　　場合によっては停電、断水計画書等を提出し、承諾を得たうえで作業を行うものとし、

「四日市市週休2日制工事実施要領（営繕工事）」（令和６年７月１９日改正適用）

　に基づく適用は下記による。

設計図

除去吹付材（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

除去成形板（　　　　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　　　　）

除去シール材（　　　　　　　　　）含有場所（　　　　　　　　　）

・　施工可能時間帯　・　指定有り（　　時～　　時）　・　指定なし

作図 令和６年　９月
文化会館改修工事　

                    ・　その他　(　　設計図Ａ－００１による　　)

除去保温材（　給水管保温材　）含有場所（　会議管理棟２Ｆ便所　）

除去仕上塗材（　下地調整材　）含有場所（　会議管理棟天井　）
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機械室

ホワイエ便所ホワイエ便所

ホワイエ便所ホワイエ便所展示室

便所ホワイエ便所
会議

展示室便所

楽屋

楽屋便所

楽屋便所楽屋便所 ホワイエ便所 会議室便所

厨房

会議室便所

機械室発電機室

低圧ガス管より

専用ガバナー

（空調用）

低圧ガス管より

低圧ガス管より

大ホール便所

一級建築士

大臣登録第303246号

田中　宏樹

大橋　亜紀

図面名称

業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号 管理建築士履歴

一級建築士

大臣登録第259976号

岡野　俊二

設計者

担当者

代表設計者製作日

ファイル名

一級建築士

日付

大臣登録第128065号

舟橋　充男

ver.２０１９０４０１

完成図承諾完成図承諾

担当者担当者

（施工者名）

監理者管理技術者

日付日付

法適合確認欄

１０８１８８－０２

法適合確認欄
構造設計一級建築士
証交付番号
本図(仕様書)に記載された事項は、構
造関係規定に適合することを確認した。

安部　良治
第８７５８号

設備設計一級建築士
証交付番号
本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

田中　宏樹
第１９０８号

構造設計一級建築士
証交付番号

安部　良治
第８７５８号

設備設計一級建築士
証交付番号

田中　宏樹
第１９０８号

GG

G

Ｍ

G

G

G

G

▼ 1FL

▼ 2FL

▼ 3FL

▼ 4FL

▼ 5FL

▼ RFL

G G

G

G
G

G

G
下水本管に放流下水本管に放流

下水本管に放流

下水本管に放流

上水本管

大ホール

小ホール

映写室

膨張タンク

膨張タンク

P-3

P-5 ×8

展示棟

A1:NS

A3:NS

３
８

０
０

４
８

０
０

４
４
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０

３
０
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０
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ＧＴ

空調工事
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給排水衛生設備
系統図（改修前・改修後）

Ｍ

上水本管

工事中仮設利用分岐バルブ40A

既設量水器80A

125

100A

吸収式冷温水発生器へ

別途ガス引込工事

80A

80A

★

65

注）図中特記なき凡例は下記による

既設配管を示す

撤去更新配管を示す

切断接続を示す★

工事対象室

文化会館改修工事 Ｍ-００１
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男
子
便
所

女
子
便
所

備　考

厨
房
便
所

男
子
便
所

女
子
便
所

身
障
者
便
所

レ
ス
ト
ラ
ン
男
子
便
所

レ
ス
ト
ラ
ン
女
子
便
所

2 4 1 2 1 1

撤去を示す。

凡　例

1階 1階 

A1:NS

A3:NS

一級建築士

大臣登録第303246号

田中　宏樹

大橋　亜紀

図面名称

業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号 管理建築士履歴

一級建築士

大臣登録第259976号

岡野　俊二

設計者

担当者

代表設計者製作日

ファイル名

一級建築士

日付

大臣登録第128065号

舟橋　充男

ver.２０１９０４０１

完成図承諾完成図承諾

担当者担当者

（施工者名）

監理者管理技術者

日付日付

法適合確認欄

１０８１８８－０２

法適合確認欄
構造設計一級建築士
証交付番号
本図(仕様書)に記載された事項は、構
造関係規定に適合することを確認した。

安部　良治
第８７５８号

設備設計一級建築士
証交付番号
本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

田中　宏樹
第１９０８号

構造設計一級建築士
証交付番号

安部　良治
第８７５８号

設備設計一級建築士
証交付番号

田中　宏樹
第１９０８号 衛生器具表（改修前）

給排水衛生設備

1

器具名称
仕　様

（TOTO）

撤
　
　
去
　
　
合
　
　
計

和 風 大 便 器 TV700RL（節水フラッシュ）C375VF

器　具　表

文化会館改修工事

展示棟 会議管理棟

2階 

男
子
便
所

女
子
便
所

身
障
者
用
便
所

41

1 1

13

22

1

1

2

1

1 1

1 1

2 2

1

2

1

1 12

身 障 者 用 便 器
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（機械設備機器表　共通事項）

・ 電源周波数は、60[Hz]　とする。

・ 特記無きコンクリート基礎は、建築工事とする。

洋風大便器 CFS498BMC TCF5524AE(ウォシュレットPS2An) BC-P110PM

(洗浄便座・擬音装置・発電リモコン・センサースイッチ・ふたあり) （洗浄便座・擬音装置・発電リモコン・センサースイッチ・ふたあり）

YH701(棚付二連紙巻き器　本体SUS製) DQ-PA150PCH CF-63HS（棚付二連紙巻器　本体SUS製）

車椅子用便器 UADAZ11R1A1ADN2BA TCF5554AUPR(ウォシュレットPS2An) CW-PC12-CK-UR-TU（洗浄便座・乾燥・ふた無し・100Vリモコン）

（洗浄便座・乾燥・ふた無し・タッチスイッチ） （大便器・手洗器・洗面器・オストメイト流し・手すり・電気温水器）

（大便器・手洗器・洗面器・オストメイト流し・手すり・電気温水器） KF-3610AS（化粧鏡）

YM6090A(化粧鏡) CF-63HS（棚付二連紙巻器　本体SUS製）

YH701(棚付二連紙巻き器　本体SUS製)

小便器 UFS900R センサー一体型、低リップ U-A51AP センサー一体型、低リップ

自動水栓 TLE28SS1W （自動水栓・発電） AM-300C （自動水栓・発電）

（洗面器用）

自動水栓 TLE31SS1J （自動水栓・発電） AM-311CV1 （自動水栓・発電）

（コーナー洗面器用）

壁付手洗器 LSL870APR ハンドル式単水栓 L-A74HC/BW1 ハンドル式単水栓

マルチシンク SK510D T23AEQ20C(横水栓) S-17 LF-7-13-U（横水栓）、SF-25PA（排水トラップ）

TL220D(壁排水金具) 他付属品一式

TL220(バックハンガー)

ベビーチェア YKA15S 固定金物 AC-BK-F62 固定金物

ベビーシート YKA25S 780×135×1145 AC-OK-21F 772×155×1323

ハンドドライヤー TYC420W 高速両面タイプ(ヒーターあり） KS-570AH 高速両面タイプ(ヒーターあり）

大便器用手摺 T112CL10 (Ｌ型手すりW700×H700×D120) KF-920AE70D12J （L型手すり W700×H700×D120）

小便器用手摺 T112CU22 KF-701AEJ/WA

照明付き鏡 EL80014 450×150×1000 MH-451NBJ 450×75×1000

化粧鏡 YM3545FE 350×450 KF-3545AE 350×450

盗難防止型（耐食鏡） 盗難防止型（耐食鏡）

カウンター用手摺 T114CP5R BB-DC3J/WA

履歴 完成図作成（受注者名） 完成図承諾  製作日 代表設計者
一級建築士　

設計者
一級建築士　
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文化会館改修工事
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舟橋　充男 田中　宏樹
図面名称 縮尺
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会議管理棟 1F 便所廻り平面詳細図 1/50
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会議管理棟 1階 便所 平面詳細図
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注）図中特記なき凡例は下記による

凡　例

撤去範囲を示す

既設を示す

配管切断を示す★印

注）図中特記なき凡例は下記による

凡　例

既設を示す

新設を示す

配管接続を示す★印

注）図中特記なき凡例は下記による

凡　例

新設を示す

配管接続を示す★印

注）図中特記なき凡例は下記による

凡　例

★印
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コンクリート内

給水管梁よけ要領図

コンクリート内

給水管理用バルブ

履歴 製作日
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業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号

植野　收

一級建築士

登録第128269号

管理建築士完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

Ishimoto Architectural & Engineering Firm, Inc.

Design

2017.03.21
日付 106745-02

法適合確認欄法適合確認欄

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

ver.20160401

A1  1:50

A3  1:100

代表設計者

一級建築士大臣登録第128065号

舟橋充男

設計者

一級建築士大臣登録第350714号

宮治裕之

X16 X17

Y13B

X14

Y13B

X15

文化会館改修工事

給排水衛生設備　２階便所詳細図（改修前・改修後）

改修図 会議管理棟　2階 M-WC9 F-WC11 平面詳細図

撤去図 会議管理棟 2階 便所 平面詳細図

25

25

25

40 ★

★

25

65

50

65

施工要領 （撤去）共通

１）改修箇所内の既設衛生器具及び水栓類は関連配管も含め全て撤去。（撤去器具表参照）

２）既設配管図は参考図とし、既設配管への接続は調査の上、最寄りの給排水管へ接続する事。

３）撤去図に於いて実線部分の配管（通気破線部分含む）及び衛生器具は撤去を示し、点線部

　　分は既存残しとする。

４）改修便所の掃除口及び床排水金物も撤去とする。

５）便所の既設和風便器の開口復旧は建築工事とする。

６）既設大便器・小便器・手洗器は排水接続部の鉛管撤去も見込む。

７）配管更新による既設躯体のコア抜きは設備工事とし，床・壁・天井復旧は建築工事とする。

８）既設配管サイズ及びルートは参考とする。

給水管理用バルブ GV65

M-006
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法適合確認欄

１０８１８８－０２

法適合確認欄
構造設計一級建築士
証交付番号
本図(仕様書)に記載された事項は、構
造関係規定に適合することを確認した。

安部　良治
第８７５８号

設備設計一級建築士
証交付番号
本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

田中　宏樹
第１９０８号

構造設計一級建築士
証交付番号

安部　良治
第８７５８号

設備設計一級建築士
証交付番号

田中　宏樹
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注）図中特記なき凡例は下記による

★印

凡　例

既設ダクト・機器を示す

新設ダクト・制気口を示す

ダクト接続を示す

注）図中特記なき凡例は下記による

★印

凡　例

既設ダクト・機器を示す

新設ダクト・制気口を示す

ダクト接続を示す

注）図中特記なき凡例は下記による

★印

凡　例

撤去範囲を示す。

ダクト切断を示す

注）図中特記なき凡例は下記による

★印

凡　例

撤去範囲を示す。

ダクト切断を示す

★ ★

★

★

★

会議管理棟 1階 トイレダクト平面詳細図 1/50会議管理棟 1階 トイレダクト平面詳細図 1/50

展示棟 1階 トイレダクト平面詳細図 1/50撤去図
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注）１図中特記なき凡例は下記による

凡　例

既設を示す

新設を示す

ダクト接続を示す★印

注２）施工中はダクト閉塞を行う

注）１図中特記なき凡例は下記による

凡　例

既設を示す

新設を示す

ダクト接続を示す★印

注２）施工中はダクト閉塞を行う
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業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号

植野　收

一級建築士

登録第128269号

管理建築士完成図承諾

監理者
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担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

Ishimoto Architectural & Engineering Firm, Inc.
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日付 106745-02

法適合確認欄法適合確認欄

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号
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証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

ver.20160401
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A3  1:100

代表設計者
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撤去図

文化会館改修工事
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以降１階平面図参照

凡　例

既設を示す

ダクト切断を示す★印

注２）施工中はダクト閉塞を行う

履歴 製作日

ファイル名 図面名称

業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号

植野　收

一級建築士

登録第128269号

管理建築士完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

Ishimoto Architectural & Engineering Firm, Inc.

Design

2017.03.21
日付 106745-02

法適合確認欄法適合確認欄

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、構

構造設計一級建築士

造関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

構造設計一級建築士

証交付番号

本図(仕様書)に記載された事項は、設

設備設計一級建築士

備関係規定に適合することを確認した。

証交付番号

設備設計一級建築士

ver.20160401

A1  1:50

A3  1:100

代表設計者

一級建築士大臣登録第128065号

舟橋充男

設計者

一級建築士大臣登録第350714号

宮治裕之

X16

Y13B

X17X15

Y15

撤去図 厨房廻り詳細図

注１）図中特記なき凡例は下記による

文化会館改修工事

厨房廻りダクト詳細図

撤去・更新を示す

M-103
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8
,
0
0
0

6,000 6,000

厨房
機械室

Y15

Y13B

X15 X16 X17

四日市市諏訪町１番５号

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号
四日市市都市整備部営繕工務課

設計番号 図 面 番 号担　当　者係 　長課 　長 課長補佐

工 事 設 計 図

図
 
面
 
名

縮
　
　
尺

1：400
（A-2）

文化会館改修工事

作図　令和　6年　9月

適　　　　　　用記号

★

25

20

25

40

40

5050

G

G

G

G

G

20

30

30

30

25

25

25

30 30

50

25

マルチ型　閉鎖型スプリンクラーヘッド（配管立ち下げ）

マルチ型　閉鎖型スプリンクラーヘッド（天井露出）

★40

G

G

G

G

30

50

25 25

25

メータ

★

★

但し、ガス配管は別途工事とする。

実線の機器及び配管（厨房機器接続まで）は更新とする。

点線の機器及び配管は残置とする。

配管接続を示す

厨房廻り配管詳細図

改修後

★
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8
,
0
0
0

6,000 6,000

厨房
機械室

Y15

Y13B

X15 X16 X17

四日市市諏訪町１番５号

一級建築士　登録　第　　　　　　　　号
四日市市都市整備部営繕工務課

設計番号 図 面 番 号担　当　者係 　長課 　長 課長補佐

工 事 設 計 図

図
 
面
 
名

縮
　
　
尺

1：400
（A-2）

文化会館改修工事

作図　令和　6年　9月

適　　　　　　用記号
点線の機器及び配管は残置とする。

★ 配管切断を示す

25

20

25

40

40

5050

G

G

G

G

G

20

30

30

30

25

25

25

30 30

50

25

マルチ型　閉鎖型スプリンクラーヘッド（配管立ち下げ）

マルチ型　閉鎖型スプリンクラーヘッド（天井露出）

★40

G

G

G

G

30

50

25 25

25

メータ

★

★

但し、ガス配管は別途工事とする。

実線の機器及び配管（厨房機器接続まで）は撤去とする。

厨房廻り配管詳細図

改修前

★

M-105

118/119



　改　修　工　事　前　

　改　修　工　事　後　

Y15

Y13B

Y12B

X10 X11 X12 X13 X14

機械室

電気室発電機室

ボンベ
庫バッテリー室

Y15

Y13B

Y12B

X10 X11 X12 X13 X14

機械室

電気室発電機室

ボンベ
庫バッテリー室

２０２０
３２

２５

２０２５３２

３２

３２

３２

３２

２０２０
３２

２５

２０２５３２

３２

３２

３２

３２

消火設備撤去改修範囲
放出表示灯　２個

消火配管SGP3454sch40　32Ａ

消火設備撤去改修範囲
放出ボンへ゛本数変更

発電機室2本を1本

電気室　3本を2本

噴射ヘッド　５個

操　作　箱

ハロンガス消火設備制御盤

充　満　表　示　灯

ス　ピ　ー　カ

記　号

凡　　　　　　　　　例

名　　　　　　称 備　　　考

噴　射　ヘ　ッ　ド　

定温式スポット型感知器 １種　７０℃

配　管

銅　管

配　線

φ４×６

ＳＴＰＧ３７０－Ｓｃｈ４０

ダ　ン　パ　復　旧　弁　箱

ピ　ス　ト　ン　レ　リ　ー　ザ

ハロンガス消火全域放出方式消火剤量計算書

消火剤量

区　画　番　号

区　画　名

面積

係数

体積

放出時間

１

５５kg　／６８Ｌ容器

８８．７１

３０

８６．８５

０．３２

２７７．１９

（ｍ　／kg　）

（ｍ　）

（ｍ　）３

２

３

（kg）

（sec）

（本）

２

３９．６２

３０

１２３．７９

電気室 発電機室

３８．２５

０．３２

２ １

電気配管配線　(放出表示灯)

15
50
0

75
00

80
00

6000 6000 6000 6000

15
50

0

75
00

80
00

6000 6000 6000 6000

発電機室・電気室改修図

1:200 （A1）

1:400 （A3）

履歴

図面名称

業務名称 業務契約コード

縮尺

図面番号

一級建築士

管理建築士

岡野　俊二
大臣登録第259976号

ver.20190401

製作日

ファイル名

完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

日付

法適合確認欄法適合確認欄 設計者

担当者

田中　宏樹

大橋　亜紀

代表設計者

日付

一級建築士 一級建築士

大臣登録第303246号
108188-02

舟橋　充男

大臣登録第128065号

消火設備

Ｎ

屋内型を撤去→LED屋内・露出型に更新

GM型を撤去→20A・ストレーナ無しに更新

（電気室２個）

（電気室３個　発電機室２個）

[ハロンガス消火設備の改修内容]

・キュービクルの増設及び発電機の屋外設置更新に伴い、旧発電機室を改修してキュービクルの増設を行う。(電気工事)

・増設するキュービクルのメンテナンススペースを確保する為、既存のX12通りの発電機室/電気室間の間仕切壁を撤去し、

　間仕切壁・建具を更新する。(建築工事)

・上記に伴い、発電機室・電気室の放出区画室容積が変更となる為、放出ボンベ数・放出ノズル・充満表示灯の適正化を目的

　とした改修工事を行う。

　（電気室内）

・放出ヘッド×３個の更新を行う。

　（X12通り間仕切壁）

・充満表示灯×２個の更新を行う。

・間仕切壁を貫通するハロン消火配管は、既存の継手部分で配管を切断・仮閉塞し、間仕切壁復旧後に再接続を行う。

・上記に伴う間仕切壁の区画貫通処理（壁スリーブ１００φによる貫通、モルタル・ロックウールによる充填）を行う。

　（発電機室内）

・放出ヘッド×２個の更新を行う。

　（ボンベ庫内）

・発電機室・電気室の放出ボンベ本数変更に伴い銅管の盛替えを行う。

文化会館改修工事
M-201
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